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一

論

説

一

一北

海

道

の

政

治

構

造

序

説

i
l保
革
選
挙
地
図
か
ら
み
た
若
干
の
断
面

i
l

十

亀

昭

雄

目

次

、
四

0
年
代
道
政
の
若
干
の
性
格

、
北
海
道
政
治
地
図
の
特
性

一
二
、
北
海
道
に
お
け
る
革
新
自
治
体
の
増
減

四
、
結
び
に
か
え
て

一
、
四

0
年
代
道
政
の
若
干
の
性
格

昭
和
三
四
年
以
降
三
期
一
二
年
の
町
村
道
政
、
四
六
年
に
お
け
る
保
革
大
接
戦
l

|
票
差
は
一
万
三
千
票
弱
ー
ー
を
経
て
の
堂
垣
内
道

政
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
、
そ
し
て
二
期
目
の
堂
垣
内
道
政
を
つ
う
じ
、
ど
の
よ
う
な
道
政
の
特
徴
的
性
格
を
抽
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

二
章
以
下
の
論
述
と
の
関
連
に
お
い
て
、
次
章
で
も
触
れ
る
国
政
レ
ベ
ル
の
北
海
道
政
治
地
図
の
保
革
接
近
1
1
3
と
く
に
自
社
両
党
デ
ュ

プ
リ
ズ
ム
の
傾
向
ー
ー
と
い
う
特
性
を
前
提
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
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説

二
期
目
の
堂
垣
内
道
政
を
も
た
ら
し
た
第
八
回
道
知
事
選
挙
結
果
を
く
わ
し
く
論
評
し
た
論
文
(
『
北
海
道
の
政
治
風
土
』
第
六
章
第

六
節
参
照
)

の
末
尾
に
お
い
て
、
筆
者
は
以
下
の
四
点
に
わ
た
る
論
旨
を
述
べ
た
。

論

山
革
新
陣
営
側
の
積
極
的
か
つ
創
造
的
道
政
ビ
ジ
ョ
ン
提
起
の
不
十
分
性
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
独
自
的
政
策
体
系
へ
の
具
体
化
に
対
す
る

日
常
的
恒
常
的
取
組
み
体
制
と
努
力
の
不
足
。

現
職
知
事
候
補
は
、
現
職
の
強
み
自
身
の
政
治
力
学
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
哲
学
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
必
要
と
し
な
い
が
、
何
ら
か
の
体
制
変
革
の
理
念
と

創
造
的
価
値
を
有
し
、
そ
こ
に
自
ら
の
存
在
理
由
を
見
出
す
革
新
政
党
に
は
、
こ
の
哲
学
、
ピ
ジ
ョ

γ
、
そ
の
具
体
的
表
現
と
し
て
の
道
レ
ベ
ル
政
策
体

系
が
不
可
欠
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

ω
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
政
策
的
対
応
の
未
熟
に
加
え
て
運
動
の
時
間
の
不
足
が
指
摘
で
き
る
が
、
さ
ら
に
、
北
海
道
全
体
の
政
治
風
土
、
し
か
も
は
げ
し
い

変
貌
過
程
の
政
治
風
土
に
対
す
る
リ
ア
ル
な
認
識
が
不
足
し
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
道
内
各
地
域
、
各
階
層
の
ゆ
れ
動
く
生
活
構
造

に
密
着
し
た
北
海
道
政
治
文
化
の
動
態
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
い
か
ん
は
、
政
策
、
公
約
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
創
出
の
仕
方
、
受
け
と
め
方
、
反
応
の
仕

方
、
評
価
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

mw

以
上
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
策
上
の
配
慮
の
立
ち
お
く
れ
に
加
え
て
、
組
織
と
運
動
の
両
商
で
の
総
体
的
対
応
の
保
守
陣
営
に
比
し
て
の
立
ち
お
く

れ
、
四
九
年
参
院
選
に
お
け
る
北
海
道
地
方
区
の
革
新
圧
勝
1

1
社
会
党
二
議
席
、
公
明
・
共
産
各
一
議
席
で
も
っ
て
、
自
民
党
は
多
年
の
二
議
席
を
こ

の
選
挙
で
失
っ
た
ー
!
と
い
う
た
だ
一
度
の
実
績
へ
の
奇
妙
な
甘
え
と
よ
り
か
か
り
、
そ
こ
に
生
じ
る
革
新
共
闘
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
散
な
い
し
エ
ネ
ル
ギ

ー
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。

凶

現

職

H
保
守
ば
な
れ
日
実
績
H
知
名
度
に
加
え
る
に
、
第
七
回
知
事
選
の
大
接
戦
、
前
年
参
院
選
の
結
果
と
い
う
政
治
ピ
ン
チ
か
ら
の
保
守
陣
営
の
深

刻
な
学
習
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
道
内
保
守
権
力
の
危
機
的
状
況
へ
の
適
応
H
政
策
修
正
能
力
を
も
っ
て
す
る
一
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結
集
が
展
開
さ

れ
た
。た
と
え
ば
、
市
部
に
お
い
て
相
対
的
に
強
い
革
新
基
盤
が
、
七
五
年
知
事
選
に
お
い
て
軒
並
み
得
票
率
減
を
み
せ
て
い
る
表
一
に
も
、
こ
の
革
新
の
不

振
、
保
守
の
善
戦
の
一
端
が
一
尽
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
要
約
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
点
で
あ
る
が
、
改
め
て
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
政
の
特
性
と
は
、
北
海
道

北法29(3-4・232)580



北海道の政治構造序説

第7回・第8回革新候補市別得票率推移

〕蹴 171年得票率 175年得票率|伸 び 率

1 夕張 (79.1) 夕張 (67.9) 旭川( 3.9) 
2 三笠 (75.6) 三笠 (62.6) 稚内( 3.5) 

3 歌志内 (69.0) 歌志内 (61.7) 恵庭( 1. 9) 
4 赤平 (62.7) 赤平 (59.4) 千歳( 1. 3) 
5 登別 (61.4) 登別 (55.8) 芦別(0.6) 

6 室蘭 (58.0) 芦別 (55.3) 深川(0.5) 
7 苫小牧 (55.0) 旭川 (53.4) 紋別(0.1) 

8 芦別 (54.7) 室蘭 (52.4) 北見( 0.0) 
9 函館 (54.6) 砂川I(51. 6) 帯広 (-0.4)

10 江別 (53.9) 釧路 (50.0) 留萌(ー0.9)

11 小樽 (53.4) 函館 (49.8) 富良野(ー1.2) 

12 砂川 (53.0) 富良野 (49.2) 岩見沢(一1.3) 
13 札幌 (51.9) 留萌 (47.9) 砂川(-1.4) 
14 釧路 (51.7) 紋別 (47.8) 土別(ー1.5) 

15 美唄 (50.7) 小樽 (47.7) 釧路(ー1.7) 

16 富良野 (50.4) 帯広 (47.6) 赤平 (-3.3)

17 旭川 (49.5) 士別 (47.5) 滝川 (-3.3)

18 士別 (49.0) 稚内 (46.8) 名寄 (-4.0)

19 滝川 (48.9) 江別 (46.7) 美唄 (-4.4)

20 留萌 (48.8) 岩見沢 (46.6) 伊達 (-4.5)

21 伊達 (48.1) 北見 (46.6) 根室 (-4.5)

22 帯広 (48.0) 美唄 (46.3) 函館 (-4.8)

23 岩見沢 (47.9) 滝川 (45.6) 室蘭 (-5.4)

24 紋別 (47.7) 苫小牧 (44.2) 小樽(ー5.6)

25 名寄 (47.4) 伊達 (43.6) 登別 (-5.6)

26 網走 (46.6) 名寄 (43.4) 網走 (-6.2)

27 北見 (46.6) 深川 (43.3) 江別(ー7.3)

28 根室 (46.6) 札幌 (42.8) 歌志内(ー7.3)

29 稚内 (43.3) 根室 (42.1) 札幌 (-9.1)

30 深川 (42.8) 網走 (40.4) 苫小牧(-10.8)

31 千歳 (30.8) 恵庭 (32.2) 夕張(-11.2) 

32 恵庭 (30.3) 千歳 (32.1) 三笠(ー13.1) 

表 1
保
守
体
制
の
ピ
ン
チ
か
ら
の
き
わ
だ
っ
た
学
習
能
力
と
い
う
点
で
あ
る
。
道
政
の
展
開
に
お
い
て
も
、
国
政
レ
ベ
ル
の
地
方
的
基
盤
と
し

て
の
選
挙
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
政
治
的
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
回
さ
せ
る
際
の
き
わ
だ
っ
た
学
習
能
力
は
、
こ
こ
数
年
の
異
な
る
選
挙

レ
ベ
ル
の
結
果
に
見
事
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
種
の
学
習
能
力
が
、
国
政
、
地
方
政
治
の
将
来
に
お
い
て
も
生
か
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
未
知
数
で
あ
る
。
こ
ん
ご
も
あ
ら

ゆ
る
状
況
で
確
実
に
行
使
さ
れ
る
と
い
う
保
障
は
な
い
し
、
逆
に
権
力
保
持
へ
の
甘
え
の
中
で
、
学
習
能
力
の
衰
退
傾
向
を
断
言
す
る
こ

北法29(3-4・233)581



説

と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
ん
ご
の
北
海
道
に
お
け
る
革
新
の
政
治
力
量
と

論

の
相
互
関
係
の
展
開
に
も
よ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
軌

跡
に
照
ら
し
て
み
る
限
り
、
危
機
状
況
へ
の
保
守
の

リ
ア
ル
な
対
応
能
力
を
ま
ず
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は

、
ミ
:
、
D

t
v
ふ
μ
・ゆ

H
M
B
V

第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
後
で
も
触
れ
る
が
、

北
海
道
に
お
け
る
草
の
根
保
守
地
盤
の
伝
統
お
よ
び

根
強
い
残
存
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
表
二
と
表
三
に

も
、
こ
の
保
守
の
ね
ば
り
強
き
の
一
端
が
表
わ
さ
れ

て
い
よ
う
。

参院選地方区、社共、社公共

得票率計の推移(%)

社公共計

全国計|道地方区全国計|道地方区

7回(65年) 39. 7 51. 6 44.8 

8回(68年) 37.5 47.2 43.6 

9回(71年) 43.0 48.4 46.4 

10回(74年) 38.0 46.5 50.6 60. 7 

11回(77年) 35.9 37.3 42. 1 49.4 

表 2

伝
統
的
保
守
地
盤
の
漸
次
的
沈
下
と
い
う
傾
向
を
北
海
道
も
免
れ
て
い
な
い
に
せ
よ
、

(注)74年自民には無所属を含む

第 11 回参院選道地方区におけ~
絶対得票率の対前回参院選比(%)

| 第10回 | 第11回 176年衆院選
自 民 29.2 27.9 29.1 

社 会 23.0 20.8 26.0 

共 産 11. 7 6.2 8.1 
ノ4、3、9 明 10.6 8. 7 6.0 I 
棄 権 24. 1 26.3 21.7 

新自由クラプ 8.5 

無 所 属 0.2 4.3 

民 社 4.2 

表 3

ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
、
革
新
の
政
治
風
土
と

保
守
政
治
風
土
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
均
衡
状
態
を
示
し
て
い
る
に
せ
よ
、
草
の
根
の
保
守
風
土
の
温
存
な
い
し
再
編
成
は
、
図
一
、
図

ニ
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
十
分
可
能
で
あ
る
。

ま
し
て
、
保
守
は
、
国
レ
ベ
ル
で
も
道
レ
ベ
ル
で
も
現
在
は
体
制
権
力
で
あ
り
、
体
制
依
存
の
利
益
配
分
、
権
限
分
配
、

け
る
一
定
の
優
越
的
役
割
が
可
能
で
あ
る
。

分
の
決
定
権
を
も
っ
と
い
う
優
位
し
た
地
位
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

己
れ
の
権
力
基
盤
の
解
体
阻
止
、
保
守
的
伝
統
の
再
編
強
化
に
お

逆
に
い
え
ば
、
対
抗
権
力
の
側
は
、
野
党
故
の
不
利
、

イ
メ
ー
ジ
配

マ
イ
ナ
ス
を
別
な
次
元
、
他
の
領
域
で
カ
バ
ー
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

北法29(3-4・234)582



し
、
ま
た
、
前
も
っ
て
、

か
か
る
不
利
条
件
の
徹
底
的
認
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
間
の
優
位

中
卒
い
に
も
政
治
力
量
の
保
守
革
新
聞
の
相
対
的
バ
ラ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
北
海
道
の
政
治
構
造
に
郎
し
て
い
え
ば
、

と
劣
位
は
相
互
互
換
的
で
あ
り
、
統
治
能
力
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
互
角
と
い
う
実
績
を
経
験
ず
み
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
問
題
の
焦
点
は

両
陣
営
の
道
政
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
方
向
づ
け
、
な
い
し
そ
の
政
策
転
換
力
量
、
そ
し
て
道
レ
ベ
ル
の
創
造
的
政
策
形
成
能
力
に
か
か
っ
て

t~ 

(土

セ
J〆

'，¥'lい¥，¥¥主
、¥'，¥ち有

割当 刻J
r土
月、票

総
数

上
る

北海道の政治構造序説

図 1

71年
L
打、、F{
 

63'1 

75 

漁葉地域

D:lHii [Jf*'f全道得票率Eヨ:21・数字lまパーセント
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71 

地域類型完iJにみた保革得票率の推移
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説

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
は
、
革
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
政
策
体
系
と
保
守
の
そ
れ
と
の
大
同
小
異
と
い
う
特
性
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
本
道
特
有

論

で
は
な
い
。
保
革
の
地
方
政
治
レ
ベ
ル
で
の
政
策
的
接
近
は
、

四
0
年
代
後
半
以
降
の
全
国
的
傾
向
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ

の
条
件
を
あ
げ
る
こ
と
へ
の
異
論
も
あ
り
う
る
と
思
う
。
両
陣
営
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
的
政
策
体
系
で
あ
る
こ
と
を
自
負
す
る
こ
と
も

十
分
可
能
だ
し
、
相
手
方
の
政
策
体
系
(
政
策
体
系
の
不
在
)

の
不
備
欠
陥
を
自
由
に
つ
き
う
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
第
三
点
目
と
し
て
指
摘
し
た
の
は
、
道
民
有
権
者
の
政
治
意
識
に
、
こ
れ
ま
で
の
両
陣
営
の
公
約
、
政
策
体
系
が
ど
う
映
じ
た

か
、
選
挙
結
果
か
ら
逆
算
し
て
ど
う
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
、

に
関
す
る
私
の
意
見
、
判
断
に
関
し
て
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

私
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

四
0
年
代
の
道
政
、
と
り
わ
け
、
こ
こ
数
年
来
の
道
政
に
お
け
る
保
守
優
位
は
、
革
新
の
政
策
体
系
お
よ
び
リ

I

ダ
l
シ
ッ
プ
の
不
備
な
い
し
未
熟
に
大
き
く
助
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
革
新
リ
ー
ダ
ー
シ
て
フ
に
お
け
る

道
政
レ
ベ
ル
で
の
創
造
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
政
策
体
系
の
不
在
と
い
う
特
性
で
あ
る
。

つ
い
で
に
附
言
す
れ
ば
、
革
新
政
党
聞
の
政
策
的
合
意
、
政
策
協
定
、

ま
た
組
織
間
信
頼
に
も
と
づ
く
共
闘
、
連
合
体
制
づ
く
り
の
進

展
度
と
い
う
条
件
も
、
保
守
権
力
の
安
定
度
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
。

第
四
に
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
中
央
↓
道
↓
市
町
村
を
貫
ぬ
く
中
央
集
権
的
行
財
政
シ
ス
テ
ム
、
集
権
的
官
僚
制
的

統
治
構
造
と
い
う
基
本
的
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
。

地
方
自
治
の
こ
こ
十
数
年
来
の
主
体
的
胎
動
、
革
新
自
治
体
の
諸
経
験
に
端
を
発
し
た
積
極
的
な
自
治
の
主
張
は
、
あ
る
面
で
は
す
で

に
地
方
自
治
体
の
共
有
財
産
な
い
し
共
有
シ
ン
ボ
ル
化
し
、
そ
の
意
味
で
今
日
で
は
保
革
を
超
え
た
普
遍
的
動
向
と
い
う
側
面
を
も
っ
て

い
る
0

9

分
権
4

9

参
加
グ
タ
自
治
グ
は
、
そ
の
限
り
で
中
央
に
対
す
る
地
方
の
普
遍
的
要
求
で
も
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

地
方
六
団
体
の
政
府
へ
の
最
近
の
対
応
パ
タ
ー
ン
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
注
意
さ
る
べ
き
は
、
自
治
体
側
の
主
張
は
主
張
と
し
て
も
、
現
実
の
地
方
的
政
策
形
成
に
お
け
る
発
想
、
政
策
づ
く

り
、
政
策
運
用
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
基
本
的
フ
レ
ー
ム
の
位
置
づ
け
、
評
価
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て

ま
た
、
機
構
運
用
に
流
れ
る
考
え
方
と
行
動
様
式
も
異
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。

四

0
年
代
道
政
の
現
実
的
展
開
に
即
し
て
み
る
限
り
、
こ
の
中
央
集
権
的
官
僚
制
的
政
治
H

行
政
体
質
と
の
緊
張
関
係
な
い
し
、
そ
う

し
た
在
来
の
中
央
H
地
方
体
制
へ
の
抵
抗
感
覚
は
基
本
的
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
道
政
策
の
基
本
的
構
図
と
、
基
本
的
構
図

を
支
え
る
発
想
枠
が
お
し
な
べ
て
中
央
集
権
依
存
、
中
央
志
向
一
辺
倒
、
中
央
官
庁
よ
り
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、

い
ち
が
い
に
そ
う

は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
道
自
治
の
積
極
的
主
張
な
い
し
道
内
の
市
町
村
自
治
の
主
体
的
展
開
と
の
聞
で
い
く
た
の
不
協
和
音
、
微
妙
な

ユ
レ
を
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

も
と
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
体
制
、
政
策
、
行
動
、

四

0
年
代
の
保
守
道
政
に
適
合
的
で
あ
り
、
そ
の
持

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、

続
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
き
た
。
プ
ラ
ス
が
い
つ
マ
イ
ナ
ス
の
条
件
に
転
化
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
い
え
ば
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

マ
イ
ナ
ス
に
は
作
用
し
て
こ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
ぜ
よ
、

か
か
る
中
央
日
地
方
聞
の
基
本
的
構
図
へ
の
四

0
年
代
道
政

の
依
存
体
質
を
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
に
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

四
0
年
代
道
政
に
お
け
る
中
道
諸
政
党
と
の
親
和
関
係
と
い
う
条
件
で
あ
る
。

北海道の政治構造序説

ま
で
も
な
く
、
北
海
道
政
治
に
お
け
る
自
社
両
党
力
量
の
相
対
的
接
近
と
い
う
特
性
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
ま
ま
、
両
党
以
外
の
各
政

党
と
の
協
力
体
制
を
、
少
な
く
と
も
道
内
首
長
選
挙
に
関
す
る
限
り
必
要
不
可
欠
の
課
題
と
す
る
条
件
で
も
あ
る
。
郡
部
お
よ
び
二
区
、

三
区
に
お
い
て
自
民
党
や
や
優
位
と
い
う
図
三
、
四
の
傾
向
は
み
ら
れ
て
も
、
後
述
の
自
社
両
党
の
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
的
傾
向
の
北
海
道
的

特
性
の
ゆ
え
に
、
こ
の
課
題
は
、
保
革
の
双
方
に
と
っ
て
ひ
と
し
く
重
要
視
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

各
党
の
主
体
性
が
あ
り
、

ま
た
各
党
の
中
央
H
地
方
機
関
相
互
間
の
体
制
的
特
質
の
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
諜
題
の
こ
ん
ど
に
お
け
る
展

L 、

う
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衆院選挙区別

図 4 市部郡部別政党得票率の推移
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聞
が
ど
う
な
る
か
は
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
。
そ
の
意

味
で
将
来
に
お
け
る
北
海
道
政
党
政
治
の
連
合
ゲ

l
ム
の

予
測
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
の
道
政
の
展

聞
に
つ
い
て
の
経
験
的
観
察
に
よ
れ
ば
、

い
ま
一
つ
の
特

四
0
年
代
道
政
に
お
け
る
保
守
政
党
と
中
道

政
党
(
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
)
と
の
親
和
関
係
(
一
時
倒

的
か
永
続
的
か
は
と
も
か
く
)
確
保
の
優
位
、
つ
ま
り
至
榔

上
命
題
化
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
自
社
両
党
デ
ュ
騨

プ
リ
ズ
ム
が
、
こ
の
特
性
を
き
わ
だ
た
せ
る
背
後
的
要
因
蛸

で

あ

る

の

は

い

う

ま

で

も

な

い

。

話

本圏全

性
と
し
て
、二

、
北
海
道
政
治
地
図
の
特
性

北海道の政治構造序説

図

衆
院
選
の
結
果
の
推
移
を
示
す
図
五
、
参
院
選
の
全
国

集
計
の
表
四
と
道
地
方
区
の
投
票
結
果
の
表
五
を
概
観
し

て
も
、
V 

'--
V 

'--

一、
四
年
来
の
本
道
有
権
者
の
政
治
意
識
、

政
治
行
動
の
ユ
レ
動
き
や
ブ
レ
が
わ
か
る
。

レ
ベ
ル
の
異

な
る
選
挙
、

た
と
え
ば
、
第
三
三
回
衆
院
選
と
第
三
四
回
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北海道の政治構造序説

表 4 参議院選挙における

l区 自 由 |民 主 l 老

日|全国区l1，360，456 1，508，087 3，479，814 

(6.7309) 4 2，9(897.，01832 ) 9(0161.， 35) 
22年 地方区 3，769， 4，901，341 

(17.09) (13.55) (22.22) 

画民E飽61G04主曲702田」12)1)i 1 l 
第 2回 全国区 8，313，756 1，3 4，854，629 

(29.69) 
2，9 ( 

(17.8330) 8 
25年 地方区 10，414，995 7，316， 

(35.90) (25.22) 

古自 鳩 自 1改 進 右 社 左 社
第 3回 全国区 6，149，927 110，889 

l，68(43006，. ， 507 
1，740，423 3，858，55:< 

8(023 2.74) 5(202.，54410 ) 
03) (6.84038 ) 9 (1427) 

28年 地方区 8，803，131 2，840，345 2，952， 3，917，837 
(31. 42) ( 1. 86) (10.14) (10.54) (13.98) 

和田l- 11，356，874 8，549，989 

(3996860 ) 11，1(5269.，08760 ) 
31年 地方氏 14，353， 

(48.35) (37.58) 

第四|岬|

12，120，597 7，794，753 
(41. 19) 

10，2(2665.，4399) 3 
34年 地方区 15，667，021 

(5l. 99) (34.07) 
社 iZ3三Z、 民 社

第6回 全国民 16，581，636 8，666，9091 1，899，756 

I 37年 地方区
(46. 37) q (24.23)(5.31) 
17.112.986 11，917， 674! 2，649，122 
(47.12) (32.82) ( 7.29) 
17，583，490 

18「2-(47. 17) (23.46510)3(0 5.94) 
40年 地方区 16，651，284 12，346，6501 2，303，860 

(44.20) (32.77)1 (6.11) 

制回|胡区|

20，120，089 l 8M山5臼叩4
4(0465 .71) (19. 83) 1 ( 5. 

43年 地方区 19，405，545 12，617.3，01O，90889 ) 
(44.85) (29.16) I ( 6.95) 

第9回
17，759，395 

8，494，2226734))( i |2，441，508 (44.47) (2l. 27) 1 ( 6. 11) 

46年 地方区
17，727，263 12，597， I，9( 19，643 
(43.95) (31. 23)J_ (3.75)1 

山市 1
1
:蜘 Z3114(44. 33) (15. 

49年 地方灰 21，132，37213，907， 2，3(55 3， 
(39. 50) (25. 98) 1 (4. 

自 民一一一理且塩互- l l 

第11回
全国区 18， 1ω，060 1，957，902 8，806，617 3，387，540 

20，4(4305.，81536 ) 9 (3.86) 13，4(0173，.23815 ) (6.36886 ) 
52年 地方区 2，951，975 2，318， 

(39.46) ( 5.70) (25.87) ( 4.47): 

(注)l. ( )内の数字は得票率(%)を示す。

2.小数3位以下は切捨て
3.卒新自由連合及び女性党は諸派に入れた。新自由Fは新自由クラブ，社市連

4. 自治省選挙部参議院議員通常選挙結果調 (1974年 7月7日)及び「毎日新

5. 出典:1エコノミストJ1977年 7月初日号 25頁
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向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、

衆
院
選
、
第
一

O
回
参
院
選
と
第
一
一
回
参
院
選
を
そ
れ
ぞ
れ
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
同
じ
傾

も説

昨
年
の
釧
路
市
長
選
の
結
果
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
表
六

論

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

現
職
の
革
新
系
候
補
は
、

保
守
系
候
補
に
大
敗
し
た
か
ら
で
あ
お
。

北
海
道
と
い
う
政
治
的
革
新
性
が
相
対
的

に
強
い
と
い
わ
れ
、

か
っ
そ
う
み
ら
れ
て
き

た
地
方
的
政
治
風
土
に
も
、

全
国
的
傾
向
の

一
環
と
し
て
の
政
治
勢
力
の
都
市
的
多
元
化

と
い
う
潮
流
が
お
し
か
ぶ
さ
っ
た
結
果
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も

そ
の
理
由
は
と
も
か

く
と
し
て
、

本
道
独
自
の
革
新
的
政
治
風
土

が
一
時
的
に
ジ
リ
貧
状
況
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

い
う
に
と
ど
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

も
っ
と
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
、

保
守
的
政
治
構

造
H

政
治
風
土
の
、
保
守
支
配
体
制
の
構
造

的
危
機
を
バ
ネ
と
し
て
の
ま
き
返
し
と
か
、

保
守
的
政
治
風
土
の
伝
統
的
根
強
さ
の
復
活

が
神
話
と
し
て
の
北
海
道
政
治
の
卒
新
性

大
方
の
予
想
に
反
し
、

九
千
票
の
大
差
で

道民の選択のユレ図 6

34回衆院7宜
01，道得票率
(76.12) 

11回参院選
北海道池山
区 (77.7)

11回参院選
北海道全同
区

革同連1.2

参院選党派別得票率(道地方区)の推移

|向劇団山!第77同月14第3年87回月14第6年9同回 14~第年107回月 15持第四7月l得第1票1回数 I
% 5話 男6 % % % 

自民党 (2) 32.4 (2) 43.9 (2) 42.4 (2) 48.5 (0)※39.3 (2) 38.6 1，037，090 

社会党 (2) 41. 2 (2) 44.7 (2) 40.9 (2) 37.0 ω30.8 (2) 28.7 770，797 

公明党 (J) 14.2 (0) 12.1 324，5201 

共産党 3.4 6.9 6.3 11. 4 (J) 15.7 (0) 8.6 229，4161 

民社党 6.3 

新自ク (0) 11. 7 314，726 

無，諸派 23.0 4.5 4.1 3. 1 0.3 8，290 

表 5

11.8%を含む

北法29(3-4・242)590

※無所属( )内数は議席数を示す。



わ
ず
か
一
年
半
前
の
ク
連
合
政
権
幕
開
け
ム

l
ド
4

も、

虚
像
と
し
て
の
革
新
的
政
治
風
土
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
現
実
的
に
ひ
き
は
が
し
た
ま
で
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
に
よ
り
か
な
り
冷
え
こ
ん
で
し
ま
い
、
保
守
支
配
の
安
定
リ
パ
イ
パ
ル

(
再
生
)

目
下
は
野
党
内
部
、
野
党
間
で
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
え
こ
む
内
部
事
情
の
複
雑

ム
ー
ド
に
押
さ
れ
気
味
と
い
っ
た
状
況
の
徴
候
す
ら

小
さ
く
な
い
。
一
部
の
論
評
に
は
、
こ
こ
当
分
の
間
1
l
J
七

0
年
代
の
後
半
か
ら
入

0
年
代
に

か
け
て
|
|
自
民
党
の
単
独
統
治
の
再
持
続
を
予
想
す
る
の
さ
え
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因

は
、
保
守
潮
流
、
中
道
潮
流
、
革
新
潮
流
と
い
う
三
つ
の
流
れ
の
わ
が
国
政
治
過
程
に
お
け
る

表
面
化
、
顕
在
化
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
o

そ
う
し
た
三
潮
流
は
、
表
七
に
も
そ
の

一
端
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
守
支
配
の
根
が
意
外
に
根
強
く
、
逆
に
卒
新
の
底
辺
が
予
想
外
に
拡
が
り
を
み
せ
ず
、
中

道
諸
政
党
が
両
者
の
闘
で
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
に
ぎ
っ
た
形
で
か
な
り
善
戦
、

そ
う
い
っ

た
図
式
的
イ
メ
ー
ジ
を
今
日
の
有
権
者
が
も
ち
は
じ
め
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し

を
支
え
る
一
つ
の
風
土
的
条
件
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
，
一
九
五
五
年
体
制
4

に
か
わ
っ
て
、

よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、

五
五
年
体
制
が

北海道の政治構造序説

変
容
し
て
、
こ
こ
当
分
は
、

日
本
の
政
治
過
程
を
構
成
す
る
三
分
の
一
づ
っ
の
政
治
潮
流
が
、

国
政
・
地
方
の
政
治
潮
流
を
形
づ
く
り
、

」
の
三
つ
の
流
れ
の
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、

く
た
の
未
知
数
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
今
日
の
時
点
で
明
日
の
政
権
構
想
を
見
極
め
が
た
く
し

て
い
る
に
せ
よ
、
混
迷
期
の
日
本
の
政
治
動
向
と
な
る
で
あ
ろ
う
左
み
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
、

五
二
年
一
年
間
の
地
方
選
挙
を
ざ
っ
と
ふ
り
返
っ
て
み
る
に
、
本
道
の
釧
路 L 、

釧路市長選の結果表 6

5 2年4 8年

口
補

57，401 ( 

66，468 (53.6696) 

61， 164 (53.4696) 

52，716 (46.0896) 

Il! 
候

θ9，067 

北法29(34・243)591

528 ( O. 4696) 

(jj 8，448 



説

市
長
選
等
を
ふ
く
め
て
、
保
守
・
中
道
勢
力
協
力

の
候
補
が
、
表
八
に
そ
の
一
端
が
表
わ
さ
れ
て
い

論

る
よ
う
に
、
社
共
中
心
の
革
新
候
補
に
優
位
す
る

例
が
目
だ
っ
て
い
た
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

そ
う
し
た
全
国
的
傾
向
の
国
政
の
流
れ
を
北
海

道
も
ま
た
部
分
的
に
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
現

実
的
に
も
理
論
的
に
も
別
に
不
思
議
で
は
な
い
。

現
実
的
に
、
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
諸

経
験
に
も
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
だ
し
、
理
論
的
に
、

と
い
う
の
は
、
北
海
道
と
て
、
あ
く
ま
で
日
本
の

政
治
構
造
・
政
治
風
土
の
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

-
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
予
備
的
考
察
に
立
っ
て
北
海
道

の
政
治
を
考
え
て
み
る
に
、

い
わ
ゆ
る
中
道
革
新

政
党
、
中
道
勢
力
の
政
治
力
量
の
政
治
的
評
価
な

い
し
そ
の
政
治
勢
力
伸
長
の
こ
ん
ご
の
展
望
に
か

か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
端
的
に
い
え

1960年以後における総選挙結果(政党月IJ議席数と得票率)

み引自問社会党(公明党|民社党(共判制意書属|計

29~司
296 145 17 3 6 467 
(57.56) (27.56) (8.77) (2.93) (3.18) (100.0) 

(60. 11. 20) 
46.2 42.1 5. 7 1.9 4.0 (100.0) 

30回
283 144 23 5 12 467 
(54.67) (29. 03) (7.37) (4.01) (4.92) (1∞.0) 

(63. 11. 21) 44.2 41.3 4.5 2.4 7.6 (100.0) 

31回
277 140 25 30 5 9 486 
(48.80) (27.89) (5.38) (7: 40) (4.76) (5. 77) (100.0) 

(67. 1. 29) 
41.7 43.8 3.3 3.6 4.2 3.5 (100.0) 

32回
288 90 47 31 14 16 486 
(47.63) (21. 44) (10. 91) (7. 74) (6.81) (5. 47) (100.0) 

(69. 12. 27) 
40.73 34.51 9.35 5.87 6.07 3.47 (100.0) 

33図
271 118 29 19 38 16 491 
(46.85) (21. 90) (8.46) (6.98) (10.49) (5.32) (100.0) 

(72.12.10) 
39.95 33.40 5.47 4.73 10.65 5.8 (100.0) 

34問
249 123 55 29 17 17 21 511 
(41. 78) (20. 69) (10.91) (6.28) (10.38) (4.18) (5. 78) (100.0) 

(76.12. 5) 
37.43 33.52 7.72 5.45 10.41 5.47 (100.0) 

表 7

(下段の太字は道内得票率)

北法29(3-4・244)592



ば
、
過
去
数
年
来
、

一
O
w
m前
後
に
お
よ
ぶ
公
明
党
、
民

社
党
の
得
票
率
の
推
移
を
ど
う
み
る
か
、
北
海
道
に
お
け

る
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
支
持
基
盤
、
が
ど
ん
な
展
開
を
示
す
と

み
る
の
か
、
こ
れ
が
第
一
の
聞
い
で
あ
る
。
第
二
は
、

わ
ゆ
る
無
党
派
層
、
革
新
的
浮
動
層
、
あ
る
い
は
批
判
的

支
持
票
が
、
保
守
・
中
道
・
革
新
の
三
潮
流
間
を
他
律
的

で
あ
れ
、
主
体
的
で
あ
れ
、
ど
う
移
動
す
る
と
考
え
る

か
。
第
三
に
、
保
守
の
伝
統
的
政
治
風
土
と
北
海
道
の
革

新
的
政
治
風
土
の
根
強
さ
、
拡
が
り

地
盤
沈
下
、
風
化

な
ど
を

地
域
的
諸
条
件
と
の
関
連
で
ど
う
捉
え
る
の

か
。
以
上
の
三
点
の
聞
い
に
対
す
る
現
状
分
析
に
も
と
づ

く
カ
ル
テ
と
こ
ん
ご
の
見
通
し
い
か
ん
に
か
か
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

北海道の政治構造序説

さ
て
、
お
お
ざ
っ
ぱ
な
仮
説
を
前
以
っ
て
述
べ
る
な
ら
、

北
海
道
の
政
治
風
土
全
体
の
都
市
的
性
格
と
い
う
点
か
ら

い
え
ば
、
中
道
勢
力
の
こ
ん
ご
の
若
干
の
伸
び
が
当
然
に

予
想
さ
れ
よ
う
。
都
市
的
性
格
と
政
治
的
プ
ル
!
日
プ
リ
ズ

ム
と
の
聞
に
は
密
接
な
相
互
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 し、

社共中心の主な市長選の結果 (52年)

1-* ~6:) fl~ 0勝 |21敗一吾寸震づ喜吉「寸一事院選後 -*-~Ji; ~前一一一云院〕吾夜「一
(時 (4勝附)|(時)

表 8

JI[ 

E 

え

I![ 

， 
崎、

野(長野)

馬(福島)

士(静岡)

中

相

富

水(静岡)

つ(青森)

谷(埼玉)

岸和田(大阪)

保谷(東京)

土 佐(高知)

社 i上福岡(碕玉)
I I新居浜(愛媛)
I I白 河(福島)
|名古屋(愛知)

l共!平 良(沖縄)l
岩 倉(愛知川

! l国分寺(東京)I 
五所川原(青森)

桶 JI[ (埼玉)

野(東京)

無(東京)

津(滋賀)

山(福島)

津(静岡)

活

む

越

相模原(神奈川)本土

共
日

公!回

円口

社
共
公
民

草

郡

53.2.2付北海タイムスより(注)ゴシックは現職。

1ヒ法29(3-4・245)593



説

他
方
、
北
海
道
の
政
治
風
土
総
体
の
革
新
的
伝
統
性
、
あ
る
い
は
伝
統
的
革
新
性
の
一
定
程
度
の

論

ど
大
き
な
伸
長
の
可
能
性
は
な
い
と
も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
可
能
性
の
比
重
関
係
な

そ
れ
ゆ
え

自民党と社会党と

の得票率差の推移

|全国差!;ft海道差

29 回 40.0 4. 1 

30 回 25.6 2. 9 

31 回 20.9 ⑤ 2. 1 

32 回 26.2 6.2 

33 回 24. 9 6.6 

: 34 回 20.1 3.9 

定
着
度
を
示
す
表
九
、
表
一

O
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
構
造
に
ウ
ェ
ー
ト
を
お
く
な
ら
、
そ
れ
ほ

い
し
相
互
関
連
を
ど
う
捉
え
る
か
に
、
こ
ん
ご
の
北
海
道
に
お
け
る
中
道
勢
力
の
予
想
、

に
図
五
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
白
民
党
対
社
会
党
の
勢
力
接
近
に
象
徴
さ
れ
る
北
海
道
的
デ
ュ

表 9

同
九
、

0

・
え
し
ア
リ
ズ
ム
、
な
い
し
保
卒
両
勢
力
の
均
衡
の
持
続
の
予
想
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え

い
ず
れ
に
し
て
も
、

ユ
レ
動
き
は
、

上
限
下
限
の
一
定
限
度
の

枠
の
中
に
あ
っ
て

た
と
え
ば

大
都
市
圏
に
お
け
る
極
端
な
政

党
勢
力
H
政
党
力
量
H
政
治
風
土
の
多
元
化
、
反
対
に
、
九
州
・
四

園
地
方
の
各
県
な
ど
の
一
部
に
み
ら
れ
る
保
守
基
盤
の
圧
倒
的
優

位
と
恨
強
さ
、

そ
の
い
ず
れ
に
も
大
き
く
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
は

当
分
あ
る
ま
い
、
と
い
う
の
が
私
の
現
在
の
基
本
的
考
え
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
北
海
道
の
政
治
風
土
の
革
新
性
に
は
、

た
し
か
に
神

話
化
さ
れ
た
部
分
や
虚
像
的
側
面
を
否
定
し
え
な
い
に
し
て
も
、

か
な
り
の
歴
史
的
定
着
性
と
現
実
的
基
盤
が
備
わ
っ
て
い
る
。

か
し

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
革
新
性
は
、

他
の
諸
条
件
、

と
え
ば
、

各
政
党
の
総
体
的
力
量
や
地
域
社
会
の
動
向
か
ら
独
立 しTこ

総選挙社共の得票率推移と社公共の得

票率推移

!社共計|
全国|全道全国|全道

22回 (46年 4月) 21. 6 22. 1 

23回 (47年 4月) 29.9 32. 7 

24回 (49年 1月) 25.2 34.6 

25同 (52年 10月) 24.5 31. 4 

26回 (53年 4月) 29.5 41. 3 

27囚 (55{f. 2月) 32.2 44.8 

28同 (58年 5月) 35.5 49.3 

29問 (60年 11月) 30.49 44.0 

30回 (63年 11月) 33.04 43. 7 

31 jiJ] (67年 1月) 33.65 48.0 38.03 51. 3 

32回 (69年 12月) 28. 25 40.6 39. 16 49.93 

33 @1 (72年 12月) 32.39 44.0 40.85 49.52 
34回 (76年 12月) 31. 07 43.9 41. 98 51. 65 

表 10

北法29(3-4・246)594

(25，26，27回には右社をふくみ，道内の場合は労民

党をもふくむ)



し
た
確
固
不
動
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
第
二
に
、
北
海
道
の
保
守
的
官
僚
的
政
治
基
盤
は
、

そ
れ
が
か
り

に
対
革
新
に
お
い
て
一
定
の
ま
き
返
し
に
一
時
的
局
部
的
に
成
功
し

い
わ
ば
革
新
性
の
虚
像
部
分
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
に
な
る
結
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
も
っ
て
、
北
海
道
に
お
け
る
確
固
た
る
草
の
根
保
守
基
盤
の
残
存
な
い
し
保
守
的
政
治
風
土
の

再
定
着
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
う
み
な
す
に
は
、
北
海
道
社
会
が
各
領
域
に
お
い
て
あ
ま
り
に
も
多
く
の
ジ
レ
ン
マ
を
か
か
え
こ
ん
で
お
り
、

し
か
も
そ
の
ジ
レ
ン

マ
が
、
北
海
道
政
治
に
お
け
る
保
守
の
政
策
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
行
動
様
式
と
無
関
係
で
な
い
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
ク
中
道
(
性
)

シ
ン
ボ
ル
4

が
北
海
道
の
政
治
風
土
の
一
角
に
ど
こ
ま
で
独
自
に
喰
い
こ
む
こ
と
が
で
き
る
か
、

と
い
う

聞
い
へ
の
回
答
は
か
な
り
制
約
さ
れ
た
範
囲
で
し
か
な
し
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
第
三
点
目
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
第
一
一
回
参
院
選
の
北
海
道
地
方
区
の
結
果
を
み
る
と
(
表
五
)
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
へ
投
じ
ら
れ
た
票
の
計
は

公
明
党
、

約
二
四
%
(
社
共
計
は
三
七
克
)

を
占
め
、
仮
に
第
三
四
回
衆
院
選
で
の
民
社
党
票
五
・
四
%
を
加
え
る
と
、
約
三
割
弱
と
な
り
、
一
二
党

計
で
は
三
分
の
一
の
潮
流
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
本
道
に
お
け
る
新
自
由
グ
ラ
ブ
の
票
は
、
そ
の
候
補
者
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

(
『
北
海
道
の
政
治
風
土
』
第
六
章
七
節
参
照
)
。
ま
た
、
同
参
院
選
で
の
公
明
党
票
を
と
っ
て
み
て

も
、
全
国
レ
ベ
ル
と
比
較
し
て
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
つ
ま
り
、
伝
統
化
し
た
社
会
党
支
持
基
盤
や
保
守
的
支
持
層
に
十
分
に
喰
い
こ

に
大
き
く
依
存
し
て
の
結
果
で
あ
る

北海道の政治構造序説

む
可
能
性
に
将
来
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
中
道
革
新
勢
力
の
政
策
的
力
量
な
い
し
中
道
政

党
と
し
て
の
独
自
性
の
、

こ
ん
ご
の
現
実
的
展
開
い
か
ん
と
い
う
点
も
問
題
で
あ
る
。

五
二
年
一

O
月
の
釧
路
市
長
選
の
結
果
は
、

ひ
い
た
。
す
な
わ
ち
、

た
し
か
に
公
明
党
富
市
)

の
去
就
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

そ
れ
だ
け
に
世
論
の
注
目
を

一
部
の
全
国
的
傾
向
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
、
保
守
・
中
道
連
合
に
、
社
・
共
型
連
合
が
屈
し
た
結
果

だ
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
う
み
れ
る
と
す
れ
ば
、
中
道
陣
品
目
が
「
こ
れ
な
ら
い
け
る
」
と
い
っ
た
判
断
な
い
し
こ
ん
ご
の
見
通

北法29(3-4・247)595



説

し
を
立
て
て
み
る
の
も
一
理
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
私
に
は
「
そ
れ
は
少
し
く
性
急
す
ぎ
る
判
断
」
と
い
っ
た
印
象
を
免
が
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

か
つ
て
第
一

O
田
参
院
選
北
海

論

道
地
方
区
に
お
け
る
革
新
の
圧
勝
、
そ
し
て
ひ
き
つ
づ
く
革
新
陣
営
の
そ
の
直
後
の
本
道
政
治
状
況
の
甘
い
読
み
に
対
し
て
抱
い
た
印
象

や
感
想
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
予
想
は
幸
か
不
幸
か
適
中
し
た
。
す
な
わ
ち
、
野
党
に
よ
る
四
議
席
独
占
H
保
守
完
敗
の
プ
年
後
、

革
新
知
事
候
補
の
惨
敗
結
果
に
示
さ
れ
、

さ
ら
に
第
一
一
回
参
院
選
に
お
け
る
保
守
ま
き
返
し
の
結
果
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

本
道
有
権
者
の
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、

つ
ま
り
、
政
党
勢
力
の
消
長
あ
る
い
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
交
替
に
対
す
る
距
離
を
お
い
て
そ
そ

が
れ
た
関
心
は
、
保
守
、
革
新
、
中
道
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ひ
と
し
く
き
び
し
く
、

か
つ
時
に
は
温
か
く
注
が
れ
て
い
て
「
あ
な
た
の
党
の
組

織
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
政
策
は
、
道
民
に
対
し
、
道
民
の
た
め
に
何
を
し
て
き
た
か
、
何
を
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
何
合
一
し
な
か
っ
た

の
か
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
生
活
に
根
ざ
し
た
共
通
の
姿
勢
で
聞
い
を
発
し
て
い
る
か
に
似
て
い
る
。

そ
う
し
た
道
民
の
日
常
的
生
活
環
境
と
政
治
感
覚
に
裏
打
ち
き
れ
た
北
海
道
の
政
治
風
土
と
い
う
捉
え
方
に
、
も
し
基
本
的
間
違
い
が

な
い
と
す
れ
ば
、
北
海
道
全
体
と
し
て
の
白
社
両
党
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
を
基
本
軸
と
す
る
本
道
政
治
勢
力
の
動
的
均
衡

l
lデ
ュ
プ
リ
ズ
ム

を
基
軸
と
す
る
プ
ル

l
ラ
リ
ズ
ム
的
傾
向
i
1
6
を
当
分
持
続
な
い
し
再
生
産
す
る
こ
と
で
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
構
造
的
に
欠
け
て
い
る
道

レ
ベ
ル
の
責
任
政
治
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

保
革
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
ジ
グ
ザ
グ
の
政
治
的
選
択
行
動
の
提
供
を
つ
う
じ
、
最
低
で
も
道
民
に
対
し
て
責
任

を
も
っ
政
治
、
責
任
と
切
り
離
せ
な
い
行
政
の
展
開
ぶ
り
を
注
意
ぶ
か
く
見
守
り
つ
づ
け
る
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
生
活
と
不
可
分
の
政

治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
抱
え
こ
ん
だ
政
治
風
土
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
権
交
代
の
可
能
性
は
十
分
計
算
ず
み
で

あ
る
し
、
市
実
地
方
レ
ベ
ル
の
政
権
交
代
は
珍
し
い
経
験
で
な
い
こ
と
は
、
図
七
に
も
そ
の
一
端
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ジ
グ
ザ
グ
の
投
票
行
動
、
政
治
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、
真
に
民
主
的
責
任
政
治
の
条
件
と
課
題
を
模
索
し
て
き
た
戦
後
の
北
海
道
の
歩
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み
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
な
ら
、
本
道
は
意
外
に
先
進
的
政
治
風
土
に
今
日
で
は

恵
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
よ
り
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、

先
述
し
た
よ
う
に
政
治
的
先
進
性
の
排
他
的
独
占
を
い
う
の
で
は
な

ぃ
。
図
入
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
的
後
進
性
と
し
て
先
進
性
と
対

照
的
に
指
摘
さ
れ
る
諸
地
域
に
も
本
道
は
結
構
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
北
海
道
の
政
治
風
土
の
先
進
性
、
そ
れ
を
支

ぇ
、
実
ら
せ
て
い
く
最
大
の
理
由
は
、
高
度
経
済
成
長
下
に
あ
ま
り
に
も
大
き

く
生
活
構
造
全
体
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
過
去
の
歩
み
と
実
績
が
重
苦
し
く

本
道
各
地
域
の
生
活
の
ス
ミ
ズ
ミ
に
波
及
し
て
し
ま
い
、
い
ま
な
お
社
会
的
経

済
的
激
変
の
重
圧
に
耐
え
て
い
る
と
い
う
地
域
ご
と
の
生
活
現
実
の
総
体
を
あ

知事選得票の推移図 7

51 

55 

75 

59 

63 

67 

71 

げ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、

い
つ
と
は
な
し
に
、

上
か
ら
と
外
か
ら
投
げ
つ
け
ら
れ
た
ク
変
わ
る
4

ク
変
え
ら
れ
て

変
化
の
担
い
手
と
し
て

ρ
変
え
る
グ
ク
作
り
変
え
て
い
く
4

政
策
体
系

し
ま
う
4

生
活
で
は
な
く
、
自
ら
が
生
活
、

秩
序
主
体
と
し
て
、

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性
を
不
断
に
学
習
さ
せ
ら
れ
る
風
土
が
根
づ
き
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
ジ
グ
ザ
グ
の
一

北海道の政治構造序説

端
を
、
次
い
で
革
新
自
治
体
の
足
跡
に
照
ら
し
て
み
よ
う
。

二
、
北
海
道
に
お
け
る
革
新
自
治
体
の
増
減

第
三
三
回
総
選
挙
結
果
か
ら
み
た
北
海
道
の
政
治
風
土
の
特
性
を
概
観
し
て
、

か
つ
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
た
こ
と
が
あ
る

(
『
北
海

北法29(3-4・249)597



説論

圃
阻
闘

E
S
J

i
 

闘
醐
圃
叶
N

f

閉
K
U幽
寸
(
凶

J
}

幅
薗
園
圃
白
川
u
h
-

-
圃
叶
N
凶
一
白

・
圃
・
周
叶
由
民
一

圃
圃
圃
圃
品
坦
い
円
相

園
田
園
叶
N
h
f

E
'
I
1
寸
品
目
一

回
国
間
鴎

g
J

圃
圏
圃
叶
N
h

一

E
R
t
a
叶
由
同
一
一
川

司
靖
国

g
A

関
陣
叶
N
J

l
l
g判

明
雄

g
羽

田
園
園
J
1
…
山
市
一
白

'
'
t
l
叶
出
品
市
「

目。

~図
。。

1;1"，浬

主|お

き1 ~I困

8-1鑓

出

-
J

雨

脚

琳

閃

(
h
w
h
w

仏
。
明
払
)

(
U
W
ω

目

N
W
N山
)

(
N由
沼

市

臥

)

，
 

F
E
W臥
)

洋
ゆ
(
叫
∞
弘
次
)

時".

砕(
U
印

日

決

)

(
印
Z

H

。
次
)

#一ゆ
(
N∞
恥

由

民

)

(
N品
叶

次

)

(
旧
日
刊

ω一吐か)

件ヨ
(
H
N
K
H

次
)

イ
叶
叶
吋
斗
、
、
引
禁
)

(
H
U
e
明

N
明
小
)

芹
ゆ

(
ω
?
N
W品

(
A
H
N

寸
唱
臥
)

(
品
目
白
印
市
臥
)

北法29(3-4・250)598

ニ
同
国
設
)

墨

二
日
』
N
訳
)

(
C

臼司祭)

、、

f l Ali 

抽
睡
玄
白
一
ぷ
)

事
副
{
口
一
一
∞
訣
)

院ベ

M
E詩
)



道
の
政
治
風
土
』
第
六
章
第
四
節
参
照
)

O

北海道の政治構造序説

凶
自
民
党
得
票
率
が
四
O
%
を
す
で
に
割
っ
て
い
る
都
道
府
県
は
、
北
海
道
の
ほ
か
に
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県

の
計
七
つ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
で
は
す
で
に
二
一
O
%
を
割
っ
て
い
る
が
、
全
道
の
自
民
党
得
票
率
の
戦
後
の
推
移
を
み
る
限
り
、

本
道
も
そ
の
可
能
性
な
し
と
は
し
な
い
。

ω
社
会
党
が
得
票
率
一
二
O
%
以
上
を
占
め
る
の
は
、
北
海
道
以
外
で
は
秋
田
県
、
福
井
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
の
四
県
、
こ
の
五
道
県
の
う
ち
で
は
北
海

道
の
社
会
党
得
票
率
が
も
っ
と
も
高
い
。

ω
共
産
党
は
全
国
平
均
に
お
い
て
一

0
・
五
%
を
占
め
る
も
の
の
、
一
O
%
以
上
を
占
め
る
都
道
府
県
は
四
七
都
道
府
県
の
約
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

北
海
道
は
全
国
平
均
の
数
値
に
近
く
、
北
海
道
の
ほ
か
に
は
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
滋
賀
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
を
数
え
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
、
京
都
と
大
阪
で
は
、
共
産
党
得
票
率
が
二
O
%
を
超

え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

川
聞
社
共
の
得
票
率
の
合
計
が
四
O
%
を
超
え
て
い
る
の
も
芯
外
に
少
な
く
、
北
海
道
、
秋
田
県
、
京
都
府
の
三
つ
に
と
ど
ま
り
、
北
海
道
の
社
会
党
・
共

産
党
計
は
四
四
%
で
あ
る
。
こ
の
両
党
計
四
O
w
m
以
上
と
い
う
県
数
の
少
な
い
の
は
、
公
明
党
と
民
社
党
の
得
票
能
力
の
大
き
さ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

同
州
以
上
の
第
一
点
か
ら
第
四
点
ま
で
を
た
ど
っ
て
み
て
気
が
つ
く
の
は
、
こ
の
間
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
都
道
府
県
の
な
か
で
、
公
明
党
と
民
社
党
の
得
票

ネ
の
計
が
一
O
%
前
後
に
と
ど
ま
る
の
は
、
北
海
道
と
青
森
県
の
み
に
す
ぎ
ず
、
第
一
点
で
あ
げ
た
都
道
府
県
七
つ
で
み
る
と
、
北
海
道
と
は
異
な
っ
て
、

公
明
党
、
民
社
党
の
得
票
率
合
計
が
、
福
岡
の
二
一
二
%
か
ら
大
阪
の
一
二
一
一
%
ま
で
例
外
な
く
北
海
道
の
数
字
の
二
、
三
倍
を
記
録
し
て
い
る
。

な
お
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
府
県
、
奈
良
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
福
岡
県
に
あ
っ
て
は
、
公
明
党
と
民
社
党
と

の
得
票
率
計
が
二
O
%
を
超
え
、
そ
れ
だ
け
に
純
多
党
側
化
か
あ
る
い
は
野
党
問
の
多
党
化
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
い
。

掛
川
以
上
の
第
一
点
か
ら
第
五
点
ま
で
の
ど
の
項
目
に
も
例
外
な
く
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
は
北
海
道
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
し
た
都
府
県
は

五
つ
の
ど
れ
か
の
項
目
で
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
平
凡
な
観
察
か
ら
し
て
も
、
北
海
道
の
政
治
風
土
の
特
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
北
海
道
の
傾
向
は
、
第
三
四
回
の
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
で
果
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
図
八
か
ら
も
わ
か
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論説

表 11 都市男IJ社会党得票率

1972年衆院選
1
1974年参院選(地)1 1976年衆院選 い初年参院選(地)

釧路 49.69 夕張 49.14 弱11 路 57.99 夕張 50.59 

三笠 49.34 三笠 46.54 夕張 52.01 三笠 44. 70 

夕張 49.26 歌志内 42.69 三笠 50.02 赤玉F- 41. 37 

北見 42.37 芦別 42.07 北見 44.89 歌志内 39.81 

赤平 41. 42 赤平 41. 94 赤平 44.59 芦別 38.97 

歌志内 41. 41 砂川 37.65 二土 別 44.37 帯広 37.36 

網走 40.94 江別 36.39 網走 43.68 ~II 路 35. 37 

紋別 40.66 釧路 36.33 富良野 42.88 富良野 35.21 

砂川 40.65 主王 511] 35.62 歌志内 42.06 名寄 33.69 

富良野 40.03 富良野 35.57 帯広 40.54 士別 33.69 

帯広 39.51 岩見沢 34. 70 紋別 40.46 北見 33.54 

芦別 39.34 名寄 34.45 芦別 40.23 砂川 31. 79 

土別 39.32 室蘭 34.33 名寄 40.17 留萌 31. 72 

名寄 37.56 稚内 34.31 根室 39.97 稚内 31. 64 

根室 36.86 滝川 33. 77 旭川 37.80 紋別 31. 03 

江別 36. 72 北見 33.49 稚内 37.29 旭川 30. 75 

小得 34.95 紋別 32.96 砂川 33.89 岩見沢 30.28 

旭川 34.84 士別 32.40 江別 33. 70 網走 30.26 

稚内 33.29 網走 32.29 美唄 33.66 登別 30.04 

美日貝 32.90 帯広 32. 16 滝川 32.91 滝川

札幌 31. 80 深川 31. 94 留萌 32.41 江別 29.59 

岩見沢 31. 57 旭川 31. 59 主差 別 31. 22 函館 27.24 

函館 30.67 函館 31. 40 小得 30.69 室蘭 26.69 

滝川 30.41 根室 29.81 岩見沢 30.53 苫.小牧 26.38 

留萌 28.94 札幌 29.49 札幌 29. 77 根室 26. 18 

苫小牧 28. 75 美唄 29.00 室蘭 28.52 深川 25.88 

登別 28.10 留萌 28.99 伊達 25.43 札幌 25.10 

深川 25.12 小樽 27.11 深川 25.24 伊達 24. 75 

室蘭 22.52 苫小牧 26.53 苫小牧 25. 14 美唄 24.74 

恵庭 22.03 伊達 21. 66 函館 24. 19 小櫓 24. 72 

伊達 21. 83 千歳 18.83 恵庭 21. 82 恵庭 17.77 

千歳 20.98 恵庭 18.81 千歳 20.82 千歳 15.99 

(注)太線は全道平均社会党得票率以上， 以下の境界をあらわす。なお，全道平均得

票率は72年=33.40%.74年=30.83%.76年=33.52%.77年=28.71%

北法29(3-4・252)6∞



北海道の政治構造序説

表 12 都市別社会党絶対得票率

1972年衆院選 11974年参院選(地)1 1976年衆院選 1
19即9併7咋参院選(地)

三笠 38.00 夕張 36.43 銀1¥ 路 44.11 夕張 37.33 

夕張 36.65 三笠 36.39 夕張 41. 02 三笠 34. 17 

$)1¥路 35.13 歌志内 33.89 三笠 40.47 歌志内 31.13 

北見 33.89 芦別 32.72 赤平 35.93 赤平 30.74 

砂川 32.97 赤平 32.31 土別 35.36 芦別 30.37 

富良野 32.29 砂川 30.69 北見 35.31 帯広 27.89 

網走 31. 18 江別 28.11 富良野 35.05 富良野 26.87 

赤平 30.97 名寄 27.38 歌志内 34.77 名寄 26.36 

歌，志内 30.85 登別 27.33 網走 34.25 砂川 25.92 

土別 30.72 富良野 27.09 芦別 33.14 北見 25.15 

紋別 30. 71 釧路 26.34 紋別 32.57 釧路 24.38 

芦別 30.10 岩見沢 25.93 名寄 32.24 網走 23. 13 

名寄 29.06 北見 25.85 帯広 31. 54 登別 22.56 

帯広 28.85 滝川 25.76 砂川 28.01 江別 22.45 

江別 28. 25 室蘭 25.66 旭川 27. 79 留萌 22.43 

小樽 26.49 紋別 24.94 稚内 27.75 滝川 22.40 

旭川l 25.81 深川 24.93 根室 26. 72 岩見沢 22.21 

美 E民 24.32 江別 26.29 稚内 21. 66 

稚内 24. 49 稚内 23.88 美唄 26.24 紋別 21. 18 

岩見沢 23.97 帯広 22.64 滝川 26.00 士別 21. 13 

滝川 22.93 函館 22.04 登別 25.82 旭川 21.11 

函館 22. 70 土別 21. 73 留萌 24.80 深川 20.37 

登別 22. 18 美唄 21. 65 岩見沢 23.67 室蘭 19.25 

留萌 21. 79 旭川 21. 32 小樽 23.54 伊達 18.69 I 

札幌 21. 64 札幌 20.72 室蘭 22. 72 美唄 18.05 

苫小牧 21. 63 留萌 20.64 札幌 21.14 苫小牧 17.99 

根室 21. 50 苫小牧 20. 14 深川 20. 77 函館 17.67 

深JI¥ 20. 19 小樽 19.89 伊達 20.58 小樽 16.94 

恵庭 17.61 根室 19.05 苫小牧 19.52 札幌 16. 73 

室蘭 17.43 伊達 17.56 函館 18.15 根室 16. 61 

伊達 17.41 恵庭 15.06 恵庭 18111恵庭 13.99 

千歳 16.18 千歳 14.27 千歳 16.68 千歳 11. 49 

(注)太線は全道平均社会党絶対得票率以上，以下の境界をあらわす。なお，全道平均社

会党絶対得票率は72年=25.27%，74年=22.97%，76年=26.02%，77年=20.77%
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説

る
よ
う
に
、
北
海
道
に
あ
っ
て
は
自
民
漸
減
(
三
九
・
九
五
%
か
ら
三
七
・
四
=
一
%
)
、
社
会
微
増
会
主
了
四
%
か
ら
コ
三
了
五
二
%
)
、

公
明
漸
増
(
五
・
四
七
克
か
ら
七
・
七
二
%
)
、

共
産
微
減
(
一

0
・
六
五
%
か
ら

民
社
微
増

(
四
・
七
三
%
か
ら
五
・
四
五
%
)
、

論

0
・
四
一
%
)
と
な
っ
て
お
り
、

上
記
の
特
性
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

す
な
わ
ち
、
自
社
両
党
得
票
の
均
衡
1
1
6
両
党
計
で
約
七
割
を
占
め
る
|
|
、
共
産
党
の
一
O
%
強
、
民
社
・
公
明
両
党
の
合
計
が
前

回
よ
り
も
三
克
ほ
ど
ア
ッ
プ
し
て
は
い
る
も
の
の
一
一
一
一
%
ど
ま
り
、
と
い
っ
た
数
植
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
風
土
を
支
え
る
条
件
の
一
つ
が
、
北
海
道
の
都
市
に
お
け
る
、
革
新
自
治
体
の
消
長
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
戦
後
、
多
い
時
に
は
市
数
の
約
半
分
が
革
新
自
治
体
で
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
表
一
一
、

一
二
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
別
の
社

会
党
得
票
率
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
、
一
二
分
の
ニ
の
都
市
に
お
い
て
全
道
の
社
会
党
得
票
率
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
そ
の
〕
端
が
表

わ
さ
れ
て
い
よ
う
。

五
二
年
の
釧
路
市
長
選
に
至
る
こ
の
三
、
四
年
来
、
北
海
道

に
お
け
る
革
新
市
政
の
保
守
市
政
へ
の
転
換
が
目
だ
ち
は
じ
め
た
。
帯
広
市
、
北
見
市
、
赤
平
市
、
釧
路
市
な
ど
が
そ
の
典
型
的
ケ
l
ス

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、

五
O
年
の
統
一
地
方
選
挙
を
前
後
し
て
、

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
ご
く
一
般
的
に
、
北
海
道
に
お
け
る
革
新
自
治
体
の
衰
退
、
漸
減
の
背
景
な
い
し
原
因
を
探
っ
て
み
る
こ
と

で
、
北
海
道
の
政
治
風
土
の
今
日
的
特
性
の
一
端
に
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
革
新
首
長
の
安
定
、

不
安
定
、
あ
る

い
は
勝
敗
を
も
た
ら
す
有
権
者
の
政
治
意
識
、
政
治
行
動
と
総
選
挙
レ
ベ
ル
の
投
票
行
動
と
の
聞
に
は
、

ス
ト
レ
ー
ト
な
関
連
づ
け
は
む

ず
か
し
い
に
し
て
も
、

か
つ
て
革
新
首
長
の
座
を
二
期
、
三
期
と
占
め
る
聞
に
、
当
該

か
な
り
深
い
関
連
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
、

都
市
の
社
会
党
得
票
率
が
漸
次
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
、
都
市
別
の
選
挙
地
図
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

ま
ず
、
北
海
道
に
お
け
る
革
新
自
治
体
の
背
景
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
条
件
が
指
摘
で
き
よ
う
。
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説

ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
一
四
市
(
全
道
都
市
の
約
半
数
)

に
も
お
よ
ん
だ
北
海
道
の
革
新
自
治
体
は
、
そ
の
こ
と
自
体
、
全
国
的
に

① 
も
珍
し
い
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

衆
参
両
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
北
海
道
議
席
数
の
保
革
均
衡
(
図
九
)
、

ま
た
道
内
都
市
の
社

論

一
二
)

と
無
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
議
席
数
、
得
票
率
に
お
け
る
保
革
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
自
・
社

会
党
得
票
率
の
推
移
(
表
一
一
、

両
党
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
を
支
え
て
き
た
歴
史
的
条
件
と
し
て
は
、
昭
和
二
二
年
か
ら
三
四
年
に
わ
た
る
三
期
間
の
革
新
道
政
が
指
摘
で
き
る

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

② 

右
の
条
件
を
つ
く
り
あ
げ
、
支
え
て
き
た
要
因
で
も
あ
る
が
、
全
道
的
な
労
働
運
動
、
農
民
運
動
の
政
治
的
活
性
状
況
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
両
者
の
運
動
領
域
に
お
け
る
革
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
優
位
も
つ
け
加
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

③ 

三
四
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
の
中
央
直
結
型
保
守
道
政
、
こ
の
道
政
転
換
に
も
と
づ
く
高
度
成
長
政
策
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
北
海

道
社
会
へ
の
直
輸
入
・
直
採
用
が
も
た
ら
し
た
道
内
基
幹
産
業
、
と
く
に
農
業
、
石
炭
産
業
へ
と
与
え
た
影
響
、
そ
し
て
こ
れ
ら
施
策
を

引
き
金
に
し
た
全
道
各
地
域
に
お
け
る
過
疎
化
現
象
の
深
刻
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

高
度
経
済
成
長
下
の
中
央
直
結
型
北
海
道
開
発
の
歪
み
が
、
反
発
的
に
あ
る
い
は
逆
説
的
に
自
治
体
政
策
の
転
換
、
既
成
路
線
の
修
正

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
、
革
新
自
治
体
の
族
生
へ
と
連
動
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

④ 

す
で
に
触
れ
た
点
で
は
あ
る
が
、
戦
後
道
政
史
を
今
日
ま
で
貫
い
て
き
た
自
・
社
二
大
政
党
制
と
い
う
基
本
的
枠
組
の
継
続
で
あ

る
。
北
海
道
の
政
治
地
図
に
お
け
る
自
社
両
勢
力
の
均
衡
パ
タ
ー
ン
は
、
全
国
平
均
や
各
都
府
県
と
比
較
し
て
、
き
わ
だ
っ
た
北
海
道
の

特
性
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
表
二
二
、
一
回
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ば
自
・
社
デ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、

自
・
社
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
を
骨
格
と
す
る
北
海
道
政
治
の
プ
ル

l
ラ
リ
ズ
ム
が
、
今
一
つ
、
北
海
道
に
お
け
る
革
新
自
治
体
形
成
の
地
盤
、

舞
台
背
景
で
も
あ
っ
た
。

⑤
 
右
の
①
か
ら
④
ま
で
の
諸
条
件
と
も
か
ら
み
あ
っ
て
、
道
民
有
権
者
の
政
治
意
識
が
、
比
較
的
早
期
に
、
保
革
均
衡
な
い
し
地
方
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政
権
に
お
け
る
保
革
交
代
に
慣
れ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
全
国
レ
ベ

ル
の
ク
五
五
年
体
制
d
q

に
お
け
る
一
つ
の
神
話
で
あ
っ
た
「
政
権
能
力
の
保
守
独
占

H
野
党
の
統
治
能
力
未
熟
・
欠
如
」
か
ら
い
ち
早
く
解
放
さ
れ
て
い
た
と
い
う
初
期

条
件
が
、
革
新
自
治
体
の
誕
生
に
プ
ラ
ス
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
八
年
、

四
二
年
に
お
け
る
旭
川
革
新
首
長
、
釧
路
革
新
首
長
誕

生
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
コ
一
八
歳
の
青
年
革
新
首
長
が
生
ま
れ
た
り
す
る

政
治
風
土
が
か
な
り
定
着
し
て
お
り
、

こ
の
革
新
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
早
期
訣
別
が
道

民
の
政
治
意
識
の
一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
諸
条
件
が
革
新
自
治
体
の
あ
い
つ
ぐ
誕
生
に
プ
ラ
ス
し
た

わ
け
だ
が
、

か
か
る
諸
条
件
は
も
と
よ
り
固
定
的
で
は
な
い
。
条
件
自
身
の
変
容
、

解
体
が
あ
り
、
他
方
、
条
件
の
主
体
的
活
用
、
自
覚
的
持
続
的
な
条
件
維
持
と
い
っ

た
問
題
が
か
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
こ
れ
ら
の
条
件
を
革
新
の
ク
資
源
4

と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
ク
革
新
資
源
グ

北海道の政治構造序説

へ
の
安
易
な
も
た
れ
か
か
り
、
資
源
の
ク
喰
い
つ
ぶ
し
ヘ
資
源
の
ク
自
覚
的
培
養
4

の
失
敗
、
資
源
自
身
の
時
間
の
経
過
に
伴
う
政
治
的
変
容
や
空
洞
化
・
風
化
に
よ
っ

て
、
革
新
自
治
体
の
前
進
、
停
滞
、
後
退
が
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。

事
実
、

四
六
年
の
堂
垣
内
保
守
道
政
の
新
ス
タ
ー
ト
に
前
後
し
て
、
北
海
道
の
革

新
自
治
体
に
カ
ゲ
リ
が
出
は
じ
め
、
高
度
成
長
社
会
の
ゆ
き
づ
ま
り
、
北
海
道
レ
ベ

自民党得票率ワース卜 10都道府県の党派別得票率

|自民側社会科公明制民社党l共産党!新自ク|諸派|無所属! 計
①神奈川県 15.4 17.4 14.5 13.2 13.1 25.9 0.2 0.2 100.0 

② 大阪府 25. 7 18.0 21. 4 12.2 18.9 2.5 0.1 1.0 100.0 

③京都府 26.2 14.8 17.1 14. 1 21. 0 6.5 0.2 。100.0 
④東京都 29.9 17.2 18.2 3.5 15.4 5.1 o. 1 10.5 100.0 
⑤福岡県 32.3 22.9 15.6 12.6 11. 9 O 0.1 4. 7 100.0 

⑥兵庫県 32.8 19.5 15. 7 8.9 10.2 9.5 O 3.4 

⑦福井県 36. 1 22.2 5. 7 6.3 2. 7 O 01 27.0 100.0 

③埼玉県 36.2 18.6 14.8 01 13.2 14.3 。3.0 100.0 
⑨北海道 37.4 33.5 7. 7 5.4 10.4 。。5.5 100.0 
⑮ 新潟県 38.9 24.8 1.7 7.0 5. 9 。 01 21. 7 100.0 
全国平均 41. 8 20. 7 10.9 6.3 10.4 4.2 0.1 5. 7 100.0 

表 13

76年衆院選(%)
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説

ル
の
保
守
体
制
再
編
の
動
向
と
も
結
び
つ
い
て
、
革
新
自
治
体
の
衰
退
が
目
だ
ち
は

じ
め
て
い
る
。

論

上
述
の
諸
条
件
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
と
指
摘
で
き
る
現
象
が
多
々
あ

る
。
先
述
し
た
資
源
喰
い
つ
ぶ
し
、
北
海
道
的
二
党
政
治
枠
組
の
都
市
的
変
容
H
都

市
的
多
党
化
傾
向
へ
の
若
干
の
傾
斜
、
道
民
政
治
意
識
の
時
間
的
変
化
、
保
守
政
治

姿
勢
H
保
守
政
策
体
系
の
軌
道
修
正
、
両
陣
営
政
策
の
接
近
と
接
近
に
伴
う
争
点
の

ア
イ
マ
イ
化
、
首
長
候
補
の
無
所
属
化
傾
向
、
全
国
的
な
卒
新
上
昇
H
下
降
ム

I
ド

の
北
海
道
へ
の
投
影
、
高
度
経
済
政
策
の
失
敗
、
構
造
的
な
地
方
自
治
体
が
担
わ
さ

れ
て
い
る
制
約
、
大
衆
運
動
H
労
働
運
動
の
沈
滞
、
革
新
自
治
体
に
お
け
る
内
部
改

社会党得票率上位10道県に
おけ~対自民党得票差

持票室IIl1î~1 自民党|社会党|得票差
①.秋田県 48.1 37.0 11. 1 

②北海道 37.4 33.5 3.9 

③岩手県 52.3 30.9 21. 4 

④ 島根県 56.2 28.2 2日~.0 

⑤ 山形県 57.9 27.6 30.3 

⑥ 山梨県 55.3 27.0 28.3 

⑦大分県 40.6 25. 7 24.9 

③ 岡山県 40.4 25.2 15.2 

⑨長崎県 41. 2 25.0 16.2 

⑩新潟県 38.9 24.8 14.1 

表 14

革
の
ゆ
き
さ
つ
ま
り
、
革
新
首
長
主
導
型
自
治
体
運
営
の
ジ
レ
ン
マ
、
浮
動
層
の
拡
が
り
、
高
度
成
長
下
の
価
値
観
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
定

着
、
地
方
財
政
危
機
下
の
革
新
的
地
域
政
策
形
成
の
足
踏
み
状
況
、
過
疎
・
過
密
の
深
刻
化
、
地
域
社
会
へ
の
矛
盾
の
累
積
等
々
。

こ
れ
ら
複
雑
多
様
な
諸
要
因
は
、
因
と
な
り
果
と
な
り
、
果
て
し
な
く
相
互
に
結
び
合
っ
て
、
北
海
道
に
お
け
る
草
新
自
治
体
の
後
退

や
足
踏
み
に
つ
な
が
っ
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
卒
新
自
治
体
の
後
退
、
革
新
の
近
年
の
敗
因
を
北
海
道
に
お
け
る
革
新
の
消
長
に
照

ら
し
な
が
ら
、
数
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
に
、
数
多
く
の
革
新
自
治
体
の
経
験
は
、

二
期
、
三
期
と
あ
ま
た
の
政
策
実
績
を
あ
げ
、
革
新
の
統
治
能
力
を
挙
証
し
た
こ
と
は

日
常
的
自
明
化
に
は
成
功
し
た
も
の

否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

ふ
り
返
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
ク
革
新
自
治
体
グ
の
市
民
化
、

の
、
反
面
、
こ
の
よ
う
な
日
常
化
、
自
明
化
が
ク
革
新
権
力
H
革
新
機
構
日
革
新
政
策
H
草
新
姿
勢
4

の
日
常
的
ア
イ
マ
イ
化
を
誘
発
ま

た
は
併
発
し
、
二
期
あ
る
い
は
四
期
を
と
お
し
て
の
、
市
政
全
体
の
革
新
化
、
さ
ら
に
市
民
意
識
・
市
民
行
動
の
革
新
化
に
は
必
ず
し
も 76年衆院選
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成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

争
点
の
積
極
的
提
起
や
大
胆
な
政
策
の
明
確
化
は
、
初
期
革
新
の
原
点
で
あ
っ
た
。
だ
が
今
日
の
革
新
に
、
往
年
の
き
わ
だ
っ
た
市
民

へ
の
問
題
提
起
、
大
組
な
政
策
提
案
は
次
第
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
よ
う
。
国
政
レ
ベ
ル
、
中
央
レ
ベ
ル
、

さ
ら
に
政
治
外

要
因
と
い
う
自
治
体
を
と
り
ま
く
構
造
的
制
約
要
因
を
考
慮
し
て
も
、
こ
う
し
た
傾
向
は
ク
革
新
4

に
対
す
る
住
民
側
の
新
鮮
味
喪
失
感
、

期
待
感
の
稀
薄
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

市
民
の
卒
新
性
発
掘
や
革
新
的
意
識
培
養
に
、
地
域
の
革
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
、

市
民
自
身
の
市
民
意
識
の
掘
り
下
げ
に
と
っ
て
、
革
新
の
積
板
的
問
題
・
争
点
提
起
、
政
策
提
案
努
力
は
不
可
欠
の
素
材
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

第
二
に
、

か
り
に
革
新
行
政
へ
の
住
民
側
の
依
存
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
大
量
の
受
益
者
型
市
民
l
l
l
伝
統
的
な
行
政
依
存
、
行
政
へ
の

よ
り
か
か
り
市
民
ー
ー
ー
を
作
り
だ
す
結
果
に
か
な
り
成
功
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
「
し
て
や
る
H
し
て
も
ら
う
」
型
の
行

政
と
市
民
の
惰
性
的
関
係
を
超
え
る
行
政
と
市
民
間
の
生
き
生
き
と
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
構
造
を
作
り
だ
す
こ
と
に
い
ま
だ
成
功
し
な

か
っ
た
点
で
あ
る
。

市
長
主
導
↓
行
政
主
導
↓
受
動
的
市
民
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
利
益
・
価
値
配
分
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
図
式
や
課
題
処
理
の
枠
組
を
超
え

北海道の政治構造序説

る
こ
と
に
、
革
新
の
本
来
の
市
民
参
加
の
狙
い
が
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
啓
蒙
的
首
長
品
行
政
主
導
型
の
方
法
的
過
渡
的
必
要
と
い
う
事

情
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
啓
蒙
的
首
長
主
導
性
の
長
期
化
と
と
も
に
、

や
は
り
、

よ
り
か
か
り
市
民
像
の
克
服
も
困
難
な
目
標
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
在
来
の
パ
タ
ー
ン
へ
の
引
き
戻
し
が
内
外
か
ら
強
め
ら
れ
る
。

自
治
体
の
福
祉
政
策
が
、
高
度
経
済
成
長
体
制
に
二
重
の
意
味
で
依
拠
し
て
構
想
・
策
定
・
実
施
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
事
情
は

あ
っ
た
。
他
方
、
高
度
成
長
の
政
策
体
系
そ
れ
自
体
に
ま
で
、
体
系
的
抜
本
的
批
判
と
現
実
的
対
応
の
手
が
の
び
ず
、
高
度
成
長
下
の
パ
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説

イ
の
若
干
の
配
分
変
更
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
高
度
成
長
の
ヒ
ズ
ミ
是
正
、
自
治
体
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
矛
盾
の
落
ち
穂
拾
い
的
政
策

は
、
高
度
成
長
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
終
え
ん
そ
れ
自
身
に
制
約
、
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
自
治
体
の
福
祉
政
策
が
、
単
に
イ
デ
オ

論

ロ
ギ

l
的
批
判
の
対
象
と
し
て
の
み
で
な
く
、
内
部
か
ら
も
深
刻
に
そ
の
あ
り
方
を
見
直
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
所
以
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
自
治
体
福
祉
政
策
の
問
題
が
、
受
益
者
的
発
想
に
傾
斜
す
る
市
民
要
求
と
の
関
連
で
、

さ
ら
に
む
ず
か
し
い
性
格
を

帯
び
る
理
由
で
も
あ
る
。
高
度
成
長
の
進
行
の
転
機
が
、
革
新
自
治
体
の
伸
長
と
不
振
の
転
機
に
連
動
し
て
い
く
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事

情
に
も
負
う
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
三
に
は
、
革
新
の
中
央
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
政
党
中
央
に
お
け
る
体
系
的
地
域
政
策
の
欠
如
に
加
え
て
、
地
方
政
党
、

地
方
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
地
方
自
治
体
政
策
さ
つ
く
り
シ
ス
テ
ム
、

政
策
形
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
在
ま
た
は
未
成
熟
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
地
域
住
民
の
生
活
の
総
体
か
ら
要
求
と
不
満
を
集
約
し
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
価
値
体
系
H
政
策
体
系
を
構
想
、
提
起
し
て
い
く
作
業

tま

古
典
的
な
政
党
政
治
の
役
割
で
も
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、

そ
れ
ら
古
典
的
課
題
を
担
う
に
た
る
党
組
織
、

党
運
営
が
日
本
の
政
治
構

造
、
地
方
の
政
治
風
土
に
ま
だ
根
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
事
情
は
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
政
党
の
組
織
実
態
を
踏
ま
え
て
も
、
地
域
の
政
策
を
地
域
で
構
想
・
樹
立
す
る
政
策
的
自
給
自
足
体
制
へ
の
思

想
的
対
応
力
量
、
創
造
的
意
欲
と
方
法
論
的
配
慮
が
ひ
と
し
く
貧
困
と
い
う
条
件
が
克
服
さ
れ
て
こ
そ
、

お
よ
そ
政
策
集
団
と
し
て
の
政

党
体
制
の
地
方
的
成
熟
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
さ
い
、
中
央
の
理
論
的
政
策
的
指
導
性
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
た
類
い
の
論
議
は
、
あ
る
意
味
で
、
少
な
く
て
も
革
新
自

治
体
の
論
理
か
ら
い
っ
て
不
毛
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
行
政
的
中
央
集
権
構
造
の
批
判
、
克
服
の
主
体
が
、
内
部
に
お
け
る
中
央
集
権
的
発

想
H

行
動
の
優
位
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
政
治
、
行
政
面
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
政
党
機
構
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
政
策
の
あ
り
方
を
地
域
が
決
め
ら
れ
な
け
れ
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ば
、
地
域
の
政
策
を
決
め
る
の
は
誰
か
が
問
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
い
ま
、
官
僚
機
構
内
部
に
あ
っ
て
さ
え
、
中
央
集
権
的
政
策

決
定
パ
タ
ー
ン
の
あ
り
方
が
、
内
部
か
ら
も
構
造
的
に
動
揺
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

第
四
は
、
革
新
自
治
体
の
政
策
形
成
が
、

お
し
な
べ
て
、
結
局
は
革
新
首
長
の
孤
独
な
営
み
に
変
容
、

そ
し
て
や
が
て
そ
こ
に
放
置
さ

れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
諸
般
の
事
情
で
、
革
新
首
長
、

ま
た
は
少
数
ブ
レ
ー
ン
に
過
渡
的
に
政
策
，
つ
く
り
が
委
ね

ら
れ
る
に
し
て
も
、

そ
う
し
た
過
渡
的
作
業
が
恒
常
化
・
日
常
化
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。
首
長
の
孤
独
な
営
み
へ
の
依
存
が
一
時
的
委

任
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
首
長
の
主
導
者
役
割
へ
の
依
存
と
甘
え
か
ら
つ
い
に
は
放
置
さ
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
。

政
策
づ
く
り
は
、
ま
ず
革
新
首
長
下
の
役
所
内
部
へ
収
飲
さ
れ
、
機
構
内
部
で
は
ト
ヅ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
へ
と
収
飲
さ
れ
て
い
き
、

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
た
る
首
長
の
自
己
回
転
作
業
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
首
長
は
、
自
ら
の
革
新
思
想
、
草

と
ど
の
つ
ま
り
は
、

新
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
革
新
政
策
目
標
と
、
そ
れ
を
ず
っ
し
り
と
と
り
ま
く
現
実
的
諸
要
求
、
諸
条
件
の
カ
ベ
の
厚
さ
と
の
闘
で
の
孤
独
な

闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

こ
れ
で
は
「
政
策
と
は
上
か
ら
下
へ
お
り
て
く
る
も
の
、
政
策
は
長
、
幹
部
、
役
所
が
つ
く
る
も
の
。
わ
れ
わ
れ
は
長
の
政
策
の
評
論

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
政
策
受
益
者
」
と
い
っ
た
従
来
の
政
策
発
想
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
克

家
か
、

服
す
る
は
ず
の
主
体
が
、
伝
統
的
パ
タ
ー
ン
に
克
服
さ
れ
て
「
保
守
も
革
新
も
言
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
行
動
は
閉
じ
」
式
の
批
判
を

北海道の政治構造序説

受
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
で
の
持
続
的
改
革
の
成
否
に
、
革
新
自
治
体
の
単
な
る
権
力
機
構
化
、

革
新
体
制
の
保
守
体
制
化
が
か
か
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。

す
な
わ
ち
第
五
に
、

ロ
ー
カ
ル
・
ピ
ュ
ロ
グ
ラ
シ

l
の
民
主
化
、
内
部
改
革
の
達
成
不
十
分
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

ぃ
。
さ
ら
に
庁
内
体
制
の
改
革
の
実
り
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
革
新
の
初
心
と
原
点
に
立
ち
帰
る
姿
勢
に
恵
ま
れ
た
革
新
首
長
は

孤
独
な
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
市
長
の
執
行
体
制
改
革
の
ア
ピ
ー
ル
が
い
っ
そ
う
孤
独
な
独
演
会
と
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
運
命
を
辿
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説

ら
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
行
政
内
部
機
構
は
も
と
よ
り
、
行
政
と
市
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
の
守
旧
性
、
役
所
性
、
秘
密
性
に
関

し
住
民
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
機
会
と
可
能
性
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

論

ど
こ
に
あ
っ
て
も
革
新
自
治
体
の
ア
キ
レ
ス
腔
で
も
あ
り
、

そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
庁
内
機
構
改
革
の
成
否
は
、

し
、
市
民
参
加
と
職
員
参
加
の
同
時
実
現
に
、
革
新
の
存
在
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
同
時
実
現
の
努
力
に
い
っ
、

な
ぜ
、
失
敗
や

挫
折
が
訪
れ
た
の
か
。
革
新
権
力
の
内
部
改
革
の
困
難
性
が
何
に
由
来
し
、

か
つ
旧
体
制
へ
の
引
き
戻
し
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に

行
政
改
革
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
阻
ん
で
い
く
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
掘
り
下
げ
た
診
断
、
点
検
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
ケ

l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
聴
き
こ
み
調
査
に
よ
る
と
、
革
新
自
治
体
内
部
の
初
期
に
い
ろ
い
ろ
試
み
ら
れ
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
|
|
市
長
と
幹
部
、
幹
部
と
職
員
、
役
所
と
市
民
、
市
長
と
市
民
団
体
・
革
新
組
織
、
革
新
陣
営
と
住
民
、
行
政
部

と
議
会
等
々
ー
ー
が
、
基
本
的
原
則
に
あ
っ
て
も
具
体
的
処
方
に
お
い
て
も
市
政
メ
カ
ニ
ズ
ム
全
体
に
定
着
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

や
が
て

地
方
政
治
、

一
種
の
自
然
現
象
に
も
似
て
、

い
つ
の
ま
に

地
方
行
政
の
伝
統
的
体
質
に
自
然
主
義
的
に
適
応
さ
せ
ら
れ
て
い
く
過
程
は
、

い
か
に
す
ぐ
れ
た

革
新
首
長
の
創
意
工
夫
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
し
て
も
一
朝
一
夕
に
可
能
な
仕
事
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
上
、

か
ご
く
自
然
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
っ
た
い
わ
ば
自
然
的
経
過
を
辿
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

日
本
土
着
の
「
根
回
し
文
化
、
根
回
し
風
土
」
の
優
位
や
そ
れ
へ
の
当
面
さ
け
え
な
い
長
な
い
し
行
政
側
の
依
拠
体
質
も
か
ら
ん
で
い
よ

ぅ
。
し
か
し
、
考
え
て
み
る
に
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
改
革
の
必
要
性
も
高
く
、

か
つ
緊
急
な
課
題
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
保
守
、
革
新

を
共
通
に
包
み
こ
ん
で
し
ま
う
「
行
政
の
し
て
や
る
H
住
民
の
し
て
も
ら
う
」
行
政
風
土
の
根
強
さ
の
つ
き
つ
め
た
診
断
、
診
断
の
徹
底

性
、
体
系
性
に
も
と
づ
く
「
討
論
文
化
」
、
「
討
論
に
よ
る
政
策
づ
く
り
風
土
」
の
醸
成
に
は
、

必
要
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

第
六
は
、
広
い
意
味
の
思
想
、
文
化
領
域
に
お
け
る
革
新
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
言
語
感
覚
の
次
元
の

し
カミ
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問
題
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
来
、
保
革
問
の
政
策
用
語
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
政
治
姿
勢
を
表
わ
す
言
語
は
年
々
に
類
似
し
接
近
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ク
市
民
参
加
4

タ
市
民
対
話
4

ク
市
民
福
祉
4

9

市
民
生
活
最
優
先
4

9

市
民
党
4

等
々
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
差
は
年
ご
と
に
埋
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
種
類
の
公
約
が
数
多
く
列
挙
さ
れ
、
市
民
に

往
年
の
保
革
聞
の
政

治
用
語
、

異
和
感
、
緊
張
感
を
与
え
な
い
配
慮
に
立
っ
た
上
で
の
政
策
用
語
が
次
々
に
並
べ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
市
民
は
、
保
革
問
の
相
違
が
だ

ん
だ
ん
見
分
け
が
た
く
な
っ
た
と
語
り
、

マ
ス
コ
ミ
は
保
革
問
の

ρ
争
点
不
在
4

を
報
道
す
る
。

他
面
、
住
民
の
行
政
一
一

l
ズ
の
多
様
性
が
異
口
同
音
に
語
ら
れ
、

か
つ
国
民
の
価
値
観
の
多
元
化
が
こ
と
ご
と
に
論
ぜ
ら
れ
る
。
多
様

性
や
多
元
性
の
言
葉
レ
ベ
ル
で
の
氾
濫
が
、
逆
説
的
に
、
画
一
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

シ
ン
ボ
ル
、

ア
ピ
ー
ル
を
作
り
だ
し
、
保
革
聞
の
本

来
的
差
異
を
稀
薄
化
さ
せ
て
い
く
悪
循
環
。
こ
う
し
た
文
化
現
象
を
革
新
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
結
論
的
に
言
っ
て
、
文
化
、
思
想

レ
ベ
ル
の
領
域
や
次
元
に
対
す
る
革
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
創
造
性
の
貧
困
が
、
革
新
自
治
体
の
後
退
傾
向
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
日
本
、

ま
た
高
度
経
済
成
長
政
策
や
道
開
発
計
画
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
批
判
す
る
一
方
、
高
度
成
長
政
策

(
思
想
、
欲
求
体
系
、
価
値
観
等
)

で
足
を
す
く
わ
れ
て
し
ま
い
つ
つ
あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ッ
グ
ア
ニ
マ
ル
的
人
間
H
住
民
像
を
抜
け
切
れ
ぬ

ま
ま
に
、

つ
い
革
新
ら
し
か
ら
ぬ
発
想
に
た
っ
て
お
よ
そ
革
新
に
相
応
わ
し
か
ら
ざ
る
政
策
を
構
想
す
る
と
か
、
市
民
の
神
格
化
と
市
民

北海道の政治構造序説

の
エ
ゴ
の
塊
化
の
聞
を
ユ
レ
動
く
と
か
、
市
民
の
深
部
に
う
ご
め
く
心
に
辿
り
つ
け
な
い
ま
ま
に
、
市
民
の
作
為
的
に
操
作
さ
れ
た
表
層

意
識
に
安
易
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
か
、

と
も
か
く
、
思
想
、
文
化
、
哲
学
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
領
域
に
お
け
る
新
鮮
か
つ
根
源
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
と
文
化
政
策
(
論
)

の
不
足
、
貧
困
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
い
ご
は
、
有
権
者
の
変
貌
し
つ
つ
あ
る
意
識
や
行
動
の
革
新
の
側
の
捉
え
方
の
問
題
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
す
で
に
多
く
の
世
論
調

査
も
そ
の
つ
ど
指
摘
す
る
と
お
り
、
積
極
的
保
守
(
革
新
)
支
持
層
は
、
保
守
、
革
新
の
伝
統
的
政
治
基
盤
に
お
い
て
も
年
々
減
少
し
、
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説

今
日
で
は
ど
の
選
挙
で
あ
れ
、
浮
動
層
の
動
向
が
選
挙
結
果
に
致
命
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
保
守
、
革
新
の
固
定
的
支
持
派
の
少
数

派
化
と
浮
動
票
の
多
数
派
化
と
い
う
傾
向
は
、

た
し
か
に
否
定
で
き
な
い
現
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
浮
動
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
選

論

挙
戦
術
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
に
接
近
法
が
試
み
ら
れ
か
つ
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

ク
何
と
な
く
保
守
ヘ
グ
ク
何
と
な
く
革
新
ヘ
ヘ

ま
た
、

ク
何
と
な
く
保
守
か
ら
革
新
へ

(
あ
る
い
は
革
新
か
ら
保
守
へ
)
4

の
投
票
移
動

t土

各
種
の
選
挙
結
果
の
示
す
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、

一
般
的
な
浮
動
票
獲
得
を
め
ぐ
る
戦
術
の
高
度
化
も
当
然
で
あ
ろ

う
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
忘
れ
が
ち
な
の
は
、

い
わ
ゆ
る
浮
動
層
の
意
識
・
行
動
の
ル

l
ツ
の
質
的
究
明
が
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
い
、
浮

動
層
が
安
易
に
実
体
化
さ
れ
て
、
単
に
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
事
前
も
し
く
は
事
後
の
成
功
不
成
功
や
巧
拙
の
対
象
視
さ
れ
て
し
ま
い
が

ち
な
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
傾
向
へ
の
素
朴
な
配
慮
に
立
っ
て
、
筆
者
は
、
浮
動
層
の
基
本
は
、
保
守
、
革
新
両
方
へ
の
批
判
的
支
持
票

で
あ
る
と
論
じ
て
き
た
0

9

さ
ま
よ
え
る
有
権
者
4

9

と
ま
ど
う
有
権
者
4

4

泣
い
考
え
る
有
権
者
4

と
い
っ
た
表
現
に
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
主
体
的
浮
動
層
に
あ
っ
て
は
、
ご
く
少
数
の
積
極
的
支
持
派
に
お
い
て
は
解
決
な
い
し
処
理
ず
み
の
、
意
識
内
部
の

hv
多
元
的
イ
メ
ー
ジ
交
流
が
目
下
活
発
に
展
開
中
4

と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
勝
て
る
見
込
が
外
れ
、
敗
因
の
は
ず
の
も
の

が
勝
利
に
連
動
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
所
以
で
あ
る
。

札
幌
市
の
党
派
別
得
票
率
の
推
移
を
み
た
図
一

O
ゃ
、
得
票
率
の
推
移
に
伴
う
党
派
別
議
席
数
の
変
動
は
、

そ
う
し
た
浮
動
層
の
行
動

ハ
タ

l
ン
を
考
え
さ
せ
る
一
素
材
で
あ
ろ
う
。

政
治
心
理
の
勝
手
な
解
釈
は
と
も
か
く
、
有
権
者
の
投
票
と
は
何
な
の
か
、

一
票
の
重
味
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
浮

動
層
の
投
票
行
動
の
背
後
に
あ
る
生
活
総
体
、
人
間
像
全
体
へ
の
奥
行
き
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
は
、
政
党
の
地
域
政

策
形
成
機
能
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
、
数
点
に
わ
た
っ
て
革
新
自
治
体
の
敗
因
、
後
退
の
原
因
と
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思
わ
れ
る
要
因
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
。

以
上
の
検
討
を
一
言
で
い
え
ば
、
今
日
で
は
ご
く
一
般
化
し
て
い
る
図
式
、

つ
ま
り
、
保
守
の
権
力
基
盤
の
衰
弱
、
地
盤
沈
下
現
象
に
反
比
例
し
て
、
革
新

の
権
力
基
盤
が
強
化
、
浮
上
し
て
き
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
革
新
の
権
力

基
盤
も
ま
た
保
守
の
そ
れ
と
同
様
に
衰
退
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
北
海
道
の
保
守
風
土
の
強
さ
と
弱
さ
は
、
革
新
風
土
の
弱

さ
と
強
さ
に
ハ
サ
ミ
状
に
交
叉
し
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
的
強
さ
と
弱
さ

を
相
互
に
か
か
え
こ
み
な
が
ら
、
両
風
土
が
動
態
的
均
衡
状
態
を
確
保
し
て
い
る
の
が
北
海
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
、
結
び
に
か
え
て

国政選挙の党派別得票

率推移 (札幌市内)

図 10

党
の
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム

以
上
、
保
守
、
革
新
の
選
挙
地
図
を
下
敷
に
し
て
、
北
海
道
の
政
治
構
造
の
断
面
を
検
討
し
て
き
た
が
、
北
海
道
の
政
治
は
、
自
社
両

(
二
党
政
治
)
が
全
国
的
に
も
珍
し
く
い
ま
だ
根
強
い
地
域
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
党
体
制

北海道の政治構造序説

ぃ
。
そ
れ
に
は
、

が
急
速
に
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
見
通
し
も
、
確
固
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
展
望
も
、
と
も
に
た
て
が
た
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

不
確
定
要
素
が
多
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
北
海
道
で
は
、
保
守
勢
力
維
持
の
政
治
風
土
と
革
新
勢
力

支
持
の
政
治
風
土
が
奇
妙
に
バ
ラ
ン
ス
し
て
、
衆
参
両
議
院
議
員
選
挙
、
知
事
選
挙
、
自
治
体
選
挙
に
お
け
る
、
得
票
率
と
議
席
配
分
の

こ
う
み
て
く
る
と
、

北
海
道
の
政
治
は
、

双
方
で
の
保
革
伯
仲
や
保
革
交
代
を
い
わ
ば
構
造
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
五
五
年
体
制
の
崩
媛
、
与
・
野
党
完
全
多
党
化
に
よ
る
連
合
時
代
」
と
い
っ
た
全
国
レ
ベ

北法29(3-4・265)613



説

ル
の
政
治
動
向
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
政
治
構
造
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
か
ら
プ
ル

1
ラ

リ
ズ
ム
で
あ
る
い
は
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
か
プ
ル

1
ラ
リ
ズ
ム
の
選
択
と
い
う
形
で
は
な
し
に
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
の
大
枠
の
な
か
で
の
プ
ル

l

言命

プ
ル

l
ラ
リ
ズ
ム
を
か
か
え
た
基
本
的
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
政
治
構
造
と
も
、

一
応
は
い
え
そ
う
で
あ

ラ
リ
ズ
ム
、
も
し
く
は
、

る
。
そ
れ
が
内
包
す
る
意
味
の
一
つ
は
、
保
守
と
革
新
の
北
海
道
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
道
内
各
都
市
レ
ベ
ル
で
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
選
手
交
代

ド
ラ
マ
、
得
票
・
議
席
の
接
近
ド
ラ
マ
を
つ
う
じ
て
、

「
保
守
・
革
新
均
衡
の
対
立
図
式
」
自
体
が
、
中
道
性
を
部
分
的
に
包
摂
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
1
1
つ
ま
り
、
保
革
図
式
を
超
え
た
実
体
と
し
て
の
中
道
勢
力
・
政
策
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
必
要
性
、

な
い
し
社
会
・
経

済
的
状
況
の
圧
力
が
ま
だ
小
さ
い

l
l、
し
た
が
っ
て
中
道
性
の
諸
シ
ン
ボ
ル
な
い
し
諸
組
織
が
、

か
か
る
北
海
道
の
政
治
風
土
の
一
角

に
独
自
の
強
力
な
基
盤
|
|
自
社
両
党
デ
ェ
ア
リ
ズ
ム
を
構
造
的
に
解
体
さ
せ
る
と
い
っ
た
ー
ー
を
確
保
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

言
葉
を
か
え
れ
ば
、

地
方
レ
ベ
ル
の
政
権
交
代
の
既
知
数
化
を
媒
介
と
し
て
、
保
守
・
革
新
の
対
立
図
式
か
ら
一
般
的
に
想
像
さ
れ
る

ほ
ど
、
保
革
の
差
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
、
政
策
的
に
も
、
行
動
様
式
や
組
織
体
制
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
面
で
も
、

そ
し
て
さ
ら
に

現
実
の
統
治
実
績
の
面
で
も
著
し
く
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
経
験
と
知
識
を
道
民
有
権
者
は
幅
広
く
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。

あ
る
争
点
に
つ
き
、
政
策
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
保
革
聞
の
差
を
意
識
さ
せ
ら
れ
で
も
、

そ
の
程
度
の
相
違
は
、
政
党
政
治
、

ノ
'
-
、
‘
ミ

ー
し
ふ
れ
・
刀

っ
て
保
革
聞
で
当
り
前
、

と
受
け
と
め
て
し
ま
う
よ
う
な
、

か
な
り
柔
軟
な
政
治
意
識
が
北
海
道
の
戦
後
政
治
過
程
を
つ
う
じ
て
拡
が
っ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
中
道
性
の
介
入
す
る
余
地
も
か
な
り
限
定
さ
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、

中
道
の
独
自
性
、
中
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
中
道
政
策
の
経
験
的
存
在
理
由
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
相
対
的
に
安
定
し
た
デ
ュ
ア
リ
ズ

心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
デ
ュ
プ
リ
ズ
ム
を
維
持
、
再
生
産
さ
せ
る
方
向
で
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ム
が
、
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終
り
に
、
北
海
道
の
政
治
構
造
の
二
、
三
の
断
面
を
以
上
の
よ
う
に
仮
説
的
に
整
理
し
て
み
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
か
つ
て
、
イ

ギ
リ
ス
政
党
政
治
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
「
二
大
政
党
勢
力
均
衡
に
よ
る
責
任
政
治
の
構
造
的
不
可
避
性
」
の
命
題
と
、
い
わ
ゆ
る
「
権
力

腐
敗
」
の
法
則
が
内
包
す
る
現
実
的
意
味
で
あ
る
。
北
海
道
の
過
去
、
現
在
、

そ
し
て
明
日
の
政
治
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
検
討
、
考
察
す
る

さ
い
に
、
き
わ
め
て
有
効
な
方
法
的
武
器
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
北
海
道
の
政
治
行
政
に
お
け
る
官
民
両
方
で
の
官
治
体
質
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
明
治
の
開
拓
か
ら
戦
後
の
北
海

道
開
発
に
ま
た
が
る
北
海
道
統
治
の
負
の
遺
産
で
あ
っ
た
。
げ
ん
に
、
道
政
、
道
民
、
道
文
化
の
中
央
志
向
的
発
想
、
官
依
存
型
行
動
様

式
を
指
摘
す
る
こ
と
は
至
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
容
易
で
あ
る
。

だ
が
、
植
民
地
的
北
海
道
開
発
、
中
央
集
権
的
な
北
海
道
統
治
、

そ
し
て
、
中
央
主
導
・
中
央
志
向
の
長
い
歩
み
の
裏
側
に
、
反
官
僚

統
治
、
反
中
央
志
向
の
欲
求
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
潜
め
ら
れ
る
の
も
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
顕
在
化
が
、
戦
後

間
も
な
く
の
革
新
道
政
三
期
継
続
、
先
述
し
た
道
内
革
新
自
治
体
の
群
生
、
保
革
両
党
デ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、

四

0
年
代
に
入
つ
て
の
、

の
体
制
権
力
化
と
そ
れ
に
伴
つ
て
の
勢
力
後
退
、
他
方
の
当
面
す
る
政
治
状
況
に
つ
い
て
の
学
習
能
力
の
フ
ル
回
転
に
よ
る
危
機
か
ら
の

脱
皮
と
い
っ
た
現
象
に
連
鎖
反
応
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
海
道
政
治
に
限
っ
て
み
て
も
、
官
僚
は
も
と
よ
り
、
保
守
、
革
新
ひ
と
し
く
、
道
民
の
各
地
域
で
の
生
活
の
深
部

北海道の政治構造序説

に
累
積
さ
れ
て
い
る
矛
盾
へ
の
構
造
的
体
系
的
具
体
的
な
応
答
内
容
H
政
策
体
系
、
応
答
力
量
H
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
欠
い
た
ま

ま
、
方
向
定
ま
ら
ず
に
五
里
霧
中
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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